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１
７
２
３（
享
保
８
）年
、
泯
江
堂
の
元
祖
文ぶ

ん
あ
ん菴

は
長
崎
街
道
の
筑
前

六む
し
ゅ
く宿

の
ひ
と
つ
嘉
穂
郡
内
野
宿
の
次
右
衛
門
夫
妻
の
嫡ち

ゃ
く
な
ん男

と
し
て
生
ま
れ
、

の
ち
に
糟
屋
郡
篠
栗
村
の
真
宗
本
願
寺
派
龍
江
山
妙み

ょ
う
ふ
く
じ

福
寺（
開
元
１
５
２

１
年
）の
息
女
と
婚
姻
し
、
１
７
４
９（
寛※

１

延
２
）年
３
月
15
日
、
25
歳
で

同
村
に
お
い
て
開
業
い
た
し
ま
し
た
。

　

開
院
に
あ
た
り
、
文
菴
は
中
国
の
詩
人
杜
甫（
７
１
２
年
〜
７
７
０
年
）

の
漢
詩
「
謾ま

ん
せ
い成

」
か
ら
２
字
を
と
り
、
屋
号
を
泯み

ん
こ
う
ど
う

江
堂
と
定
め
ま
し
た
。

　

当
時
は
紀
州
徳
川
家
の
９
代
将
軍
家い

え
し
げ重

侯
の
治
世
で
、
筑
前
福
岡
は
６
代

藩
主
黒
田
継つ

ぐ
た
か高

侯
が
藩
主
と
し
て
享
保
の
大
飢き

き
ん饉

後
の
窮

き
ゅ
う
み
ん民

対
策
や
藩
政

改
革
に
当
た
ら
れ
た
時
代
で
し
た
。
博
多
で
も
享
保
の
大
飢
饉
で
は
、
行
き

倒
れ
、
間
引
き
が
後
を
絶
た
な
い
惨
状
で
、
２
万
を
極
め
た
人
口
は
１
万
３

千
人
に
激
減
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
頃
、
福
岡
藩
の
西
洋

医
学
は
、
地
理
的
な
優
位
性

か
ら
、
長
崎
出
島
の
オ
ラ
ン

ダ
商
館
医
師
な
ど
か
ら
の
最

新
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
福
岡
藩
医
６
代
原

三
信
が
日
本
最
初
の
西
洋
解

剖
書
の
翻
訳
本
と
さ
れ
る
杉

田
玄
白
・
前
野
良
沢
ら
の
「
解

体
新
書
」（
１
７
７
４
年
刊
）

に
先
立
つ
こ
と
87
年
前
に
和
訳
人
体
解
剖
図
を
完
成
さ
せ
る
な
ど
、
蘭
学

導
入
の
先
進
の
地
で
あ
っ
た
と
言
え
ま
す
。

　

ま
た
、
我
が
国
に
お
い
て
も
１
７
５
４（
宝
暦
４
）年
に
京
都
の
山
脇
東

洋
が
初
の
人
体
解
剖
を
実
施
す
る
な
ど
、
西
洋
医
学
の
黎れ

い
め
い
き

明
期
で
あ
り
、

そ
の
よ
う
な
時
代
背
景
の
も
と
で
文
菴
も
開
業
い
た
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
２
代
元も

と
ず
み澄（

１
７
５
６
年
〜
１
８
０
７
年
）、
３
代
春し

ゅ
ん
あ
ん菴（

１
７

７
５
年
〜
１
８
２
１
年
）が
医
業
を
継
承
し
、
４
代
文ぶ

ん
り
ょ
う亮

の
時
代
と
な
り

ま
す
。

　

４
代
文
亮
興お

き
も
と基（

１
７
９
３
年
〜
１
８
４
８
年
、
字
は
大
業
）は
文
武
に

優
れ
、
35
歳
に
し
て
篠
栗
の
居
宅
を
再
建
。
春
菴
か
ら
家
督
相
続
後
、
１

８
３
１（
天
保
２
）年
11
月
39
歳
の
折
、
博
多
一
の
産
科
医
と
し
て
名
高
い

宮
本
立

り
ゅ
う
し
ょ
う

生
師
よ
り
産
科
奥
術
免
許
を
皆
伝

さ
れ
ま
す
。
そ
の
頃
の
産
科
は
外
科
で
も

あ
り
、
三
野
原
家
に
も
文
亮
の
朱
書
き
の

メ
モ
が
克
明
に
記
さ
れ
た
人
体
解
剖
図
が

遺
さ
れ
、
当
時
の
医
学
者
の
地
道
な
努
力

を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
文
亮
の
時
代
に
は
、
医
学
と
儒

学
が
密
接
に
結
び
つ
い
て
お
り
、「
儒
医
」

と
い
う
言
葉
が
存
在
し
て
い
ま
し
た
。
そ

の
当
時
の
交
流
を
裏
付
け
る
か
の
よ
う
に
、

江
上
苓れ

い
し
ゅ
う洲

、
原
古こ

し
ょ処

、
吉よ

し
ど
め
わ
た
る

留
渉
、
廣
瀬

淡た
ん
そ
う窓

、
草
場
佩は

い
せ
ん川

、
亀
井
暘よ

う
し
ゅ
う州

、
亀
井
少し

ょ
う
き
ん栞

な
ど
、
西
学
問

所
甘か

ん
と
う
か
ん

棠
館
館
長
で
あ
っ
た
亀
井
南な

ん
め
い冥

の
学
灯
を
受
け
継
ぐ

江
戸
後
期
の
儒
者
や
書
家
の
遺い

ぼ
く墨

・
写
本
な
ど
が
三
野
原
家

に
も
遺
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

文
亮
が
師
よ
り
免
許
皆
伝
を
許
さ
れ
た
の
ち
、
文
亮
の
嫡

男
文ぶ

ん
め
い明（

１
８
２
２
年
〜
１
８
４
４
年
）も
同
じ
く
外
科
を
志

し
、
１
８
０
４（
文
化
元
）年
に
世
界
初
の
全
身
麻
酔
手
術
に

成
功
し
た
華
岡
青
洲
の
門
下
と
な
る
こ
と
を
決
意
し
、
紀
州

若
山
（
現
在
の
和
歌
山
県
）へ
と
向
か
い
ま
す
。
青
洲
の
開

設
し
た
医
学
校
「
春し

ゅ
ん
り
ん
け
ん

林
軒
」
に
は
最
先
端
の
医
学
を
学
ぼ
う

と
全
国
か
ら
千
人
の
門
下
生
が
ひ
し
め
き
合
っ
て
い
ま
し

た
。
当
時
の
文
明
の
講
義
帳
か
ら
は
新
し
い
知
識
を
得
る

日
々
の
喜
び
が
伝
わ
っ
て
く
る
よ
う
で
す
。
文
明
は
与
え
ら

れ
た
最
新
の
情
報
を
手
に
郷
土
の
医
療
の
た
め
に
尽
く
す

こ
と
を
夢
見
て
お
り
ま
し
た
が
、
将
来
を
嘱
望
さ
れ
な
が
ら

も
腸
チ
フ
ス
に
倒
れ
、
１
８
４
４（
天
保
15
）年
９
月
24
日
に
23
歳
と
い
う

若
さ
で
客
死
し
、
和
歌
山
県
の
浄
土
宗
合
念
寺
に
葬
ら
れ
、
遺
髪
と
講
義

帳
の
み
が
郷
里
へ
と
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
で
き
ご
と
は
文
亮
に
と
っ
て
大
き
な
心
労
で
し
た
が
、
奇
し
く
も

そ
の
翌
年
の
１
８
４
５（
弘
化
２
）年
３
月
３
日
、
11
代
藩
主
黒
田
長
溥
侯

に
そ
の
力
量
を
認
め
ら
れ
、
御お

目め

見み

を
仰
せ
つ
け
ら
れ
ま
す
。

　

死
の
直
前
に
記
さ
れ
た
遺
言
に

は
、「
御
礼
式
、
冥み

ょ
う
が加

の
ほ
ど
あ
り

が
た
く
、
ご
国
恩
に
対
し
て
長
く

奉
公
と
思
い
し
が
、
生し

ょ
う
じ
ゃ
ひ
つ
め
つ

者
必
滅
は

世
の
習
い
」「
出し

ゅ
っ
て
ん殿

す
る
際
に
帯た

い
と
う刀

し
た
こ
の
脇わ

き
ざ
し差

を
決
し
て
惜
し
む

わ
け
で
は
な
い
が
、
年
始
挨
拶
な

ど
の
特
別
の
日
に
使
用
し
て
い
た

も
の
、
今
後
も
御
目
見
の
用よ

う
た
し達

に
」
と
述
べ
て
お
り
、
黒
田

侯
の
謁え

っ
け
ん見

を
大
変
名
誉
に
感
じ
て
い
た
こ
と
が
伺
わ
れ
ま
す
。

　

１
８
４
８（
嘉か

え
い永

元
）年
６
月
25
日
、
文
亮
は
年
来
の
持
病

で
あ
っ
た
心
筋
梗
塞
に
よ
っ
て
そ
の
生
涯
を
閉
じ
ま
し
た
。

　

文
亮
は
幸
い
に
も
男
児
に
恵
ま
れ
て
お
り
、
15
歳
よ
り
遊

学
し
て
い
た
実
子
玄げ

ん
し
ょ
う曻

一い
っ
と
く徳（

１
８
２
５
年
〜
１
８
８
２
年
）

が
泯
江
堂
を
継
承
し
ま
し
た
。

　

５
代
玄
曻
も
先
代
の
教
え
を
守
り
、
刻
苦
勉
励
の
の
ち
、

父
と
同
じ
く
、
１
８
６
６（
慶
応
２
）年
に
黒
田
長
溥
侯
に
御

目
見
を
仰
せ
付
け
ら
れ
ま
す
。

　

玄
曻
の
子
の
玄げ

ん
し
ゅ
う衆

が
父
を
偲
ぶ
た
め
に
作
ら
せ

た
掛
軸
に
は
、
父
自
詠
の
詩
と
し
て
、「
浮
世
は
逆

旅
と
知
り
、
功
名
ま
た
何
を
か
求
め
ん
。（
略
）一
杯

か
つ
悠
々
」
と
あ
り
、
か
ね
て
よ
り
仏
教
心
篤あ

つ

か

り
し
こ
と
を
思
わ
せ
、
生
前
の
玄
曻
の
人
柄
が
う

か
が
え
ま
す
。

　

１
８
８
２（
明
治
15
）年
８
月
３
日
、
玄
曻
が
没
す
る
と
、
６

代
玄
衆
満
直（
１
８
５
２
年
〜
１
９
１
４
年
）が
三
野
原
家
を
継
承
。

こ
の
時
す
で
に
廃
藩
置
県
に
よ
り
藩
医
制
度
は
廃
止
さ
れ
、
福

岡
県
知
事
よ
り
「
内
科
外
科
医
」
の
医
師
免
許
を
授
与
さ
れ
ま

し
た
。
郡
会
議
員
一
期
。
特
に
書
に
秀
で
、
諸
町
に
そ
の
遺
墨

が
存
し
ま
す
。

　

１
９
１
４（
大
正
３
）年
、
玄
衆
没
。
７
代
大だ

い
じ
ろ
う

次
郎
後
継
。
１
８
７
２

（
明
治
５
）年
に
福
岡
藩
の
医
学
校
賛さ

ん
せ
い
か
ん

生
館
が
廃
校
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
九

州
帝
国
大
学
医
学
部
の
前
身
で
あ
る
京
都
帝
国
大
学
福
岡
医
科
大
学
を
修

了
。
そ
の
人
柄
は
温
厚
に
し
て
寡
黙
。
妙
福
寺
檀
徒
総
代
、
篠
栗
村
村
会

議
員
な
ど
を
務
め
ま
し
た
。
１
９
３
２（
昭
和
７
）年
８
月
に
は
医
院
と
居

宅
を
新
築
。
大
東
亜
戦
争
中
に
は
医
師
応
召
の
た
め
町
内
唯
一
の
医
師
と

な
り
、
過
労
と
胃
癌
に
て
１
９
４
９（
昭
和
24
）年
２
月
11
日
に
死
去
。
大

次
郎
の
次
男
満み

つ
な
お直

は
南
方
の
激
戦
地
で
あ
っ
た
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
ピ
ア
ク
島

泯
江
堂
の
歴
史

※1／文菴の開院年月日については1735（享保20）年としてClinic magazine 第197号30p.に「全国病院開設の
歴史」として紹介されていますが、ここでは４代文亮が1848（嘉永元）年戌申5月に編纂した三野原家過去記録を基に
しています。また、文亮編集のこの過去記録を、1887（明治20）年10月19日に6代満直が政府に届け出ています。
ちなみに、全国病院開設の歴史順位は、同誌によると①七山病院（大阪府泉南郡）　1599（慶長4）年　②原三信
病院（福岡県福岡市）　1600（慶長5）年　③玄々堂病院（佐賀県鳥栖市）　1675（延宝3）年　④泯江堂三野原
病院（福岡県糟屋郡）　1735（享保20）年　⑤猫山宮尾病院（新潟県新潟市）　1751（宝暦元）年　などとなって
います。

［上］甘棠館教授江上苓洲が文亮に書き与
えた賛　［下］四代文亮興基

五代玄曻一徳

文明が使用したとされる日本地図

導水瑣言附録など医学書
の写し（三野原家蔵）

泯
江
堂
の
歴
史
は
わ
が
国
の
西
洋
医
学
の
黎
明
期
と
も
重
な
る
。

江
戸
時
代
半
ば
、
篠
栗
の
地
に
三
野
原
文
菴
が
医
業
を
開
業
し
て
以
来
、

今
日
ま
で
2
６
0
有
余
年
続
く
そ
の
歴
史
を
ひ
も
解
き
、
受
け
継
が
れ
る
医
療
理
念
を
探
る
。
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に
て
１
９
４
４（
昭
和
19
）年
29
歳
で
惜
し
く
も
戦
死
し
て

い
ま
す
。

　

８
代
愛
四
郎
は
大
次
郎
没
後
、
医
業
を
継
承
。
愛
四
郎

は
１
９
１
３（
大
正
２
）年
、
九
州
に
お
い
て
初
の
結
核
療

養
所
を
津
屋
崎
に
開
設
。
津
屋
崎
療
養
院
と
命
名
。
ま
た
、

篠
栗
付
近
に
点
在
し
て
い
た
一
族
の
墓
を
１
９
３
２（
昭
和

７
）年
８
月
に
合
葬
再
建
。
の
ち
に
宗
像
郡
医
師
会
長
、
久

留
米
大
学
理
事
な
ど
も
務
め
ま
し
た
。

　

９
代
敏
治
は
１
９
１
０（
明
治
43
）年
３
月
20
日
生
。
１
９
３
４（
昭
和

９
）年
３
月
に
九
州
医
学
専
門
学
校（
現
久
留
米
大
学
医
学
部
）卒
業
。
そ

の
後
九
州
帝
国
大
学
医
学
部
小
児
科
学
教
室
、
三
井
鉱
山
山
野
鉱
業
所
病

院
、
九
州
帝
国
大
学
細
菌
学
教
室

を
経
て
１
９
４
１（
昭
和
16
）年
８

月
に
陸
軍
軍
医
中
尉
と
し
て
応
召

さ
れ
ま
し
た
。
１
９
４
５（
昭
和

20
）年
８
月
の
終
戦
直
後
に
は
ソ

連
ウ
ズ
ベ
ッ
ク
共
和
国
に
４
年
間

も
抑
留
さ
れ
、
都
合
９
年
間
も
戦

地
・
外
地
で
の
過
酷
な
生
活
を
余

儀
な
く
さ
れ
ま
す
。
復
員
後
は
愛

四
郎
よ
り
泯
江
堂
を
継
承
し
、
１

９
５
６（
昭
和
31
）年
に
三
野
原
医
院
を
拡
充
。
１
９
６
２（
昭
和
37
）年
３

月
に
は
長
男
和
光（
現
医
療
法
人
泯
江
堂
会
長
）が
、
古
賀
胃
腸
病
院
院
長

古
賀
得
四
郎
の
私
塾
「
晩
翠
寮
」
の
同
級
生
で
あ
っ
た
岩
﨑
光
次（
元
福
岡

家
庭
裁
判
所
所
長
）の
次
女
和
子
と
結
婚
し
ま
し
た
。

　

そ
の
直
後
の
１
９
６
２（
昭
和
37
）年
３
月
20
日
、
敏
治
は
当
時
の
１
９

５
０
年
代
か
ら
続
く
国
家
的
な
精
神
科
病
院
開
設
の
機
運
を
読
み
と
り
、

西
油
山
を
後
方
に
臨
む
豊
か
な
自
然
の
下
、
福
岡
市
早
良
区
野
芥
の
地
に

医
療
法
人
泯
江
堂
油
山
病
院
を
開
設
し
、
初
代
理
事
長
・
院
長
に
就
任
し

ま
し
た
。
当
時
の
許
可
病
床
数
は
80
床
。
非
常
に
牧
歌
的
な
雰
囲
気
の
な

か
、
患
者
さ
ん
や
職
員
が
分
け
隔
て
な
く
と
も
に
生
活
し
て
い

た
と
い
い
ま
す
。

　

敏
治
は
油
山
病
院
を
開
設
後
、
１
９
６
６（
昭
和
41
）年
に

三
野
原
病
院
改
築
の
た
め
に
土
蔵
を
解
体
。
三
野
原
家
累
代
墓

所
を
１
９
８
４（
昭
和
59
）年
に
長
男
和
光
、
次
男
厚
と
と
も
に

再
建
。

　

院
外
で
は
、
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
参
与
、
同
衆
会
議
員
を
歴

任
。
糟
屋
郡
医
師
会
議
長
、
福
岡
県
私
設
病
院
協
会
常
任
理
事
、

糟
屋
郡
自
由
民
主
党
支
部
長
、
喜
多
流
謡
教
授
、
舞
鶴
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
会
長
を
務
め
、
１
９
６
５（
昭
和
40
）年
に
は
紺
綬
褒
章
を
受
章
し
ま
し

た
。
１
９
９
０（
平
成
２
）年
11
月
18
日
80
歳
で
死
去
。

　

妻
は
４
代
文
亮
の
実
父
藤
茂
平
の
曾
孫
藤と

う
と
う藤

十じ
ゅ
う
ろ
う郎（

元
県
会
議
員
）の

三
女
フ
ミ
子
。
次
男
厚
は
三
野
原
病
院
理
事
長
・
院
長
、
長
女
陽
子
は
医

療
法
人
泯
江
堂
理
事
。

　

初
代
理
事
長
の
掲
げ
た
「
和わ

げ
ん顔

愛あ
い
ご語

」
の
精
神
は
現
在
も
経
営
理
念
の

ひ
と
つ
「
和
」
と
し
て
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

六代玄衆満直

七代大次郎

八代愛四郎

嘉穂郡内野宿の次右衛門夫妻の
嫡子として文菴誕生

3月15日、糟屋郡篠栗村にて
文菴開業。泯江堂を屋号とする。

始祖文菴没　二代元澄後継

二代元澄没　三代春菴後継

三代春菴没　四代文亮興基後継

文亮、博多一の産科医宮本立生師
より産科奥術免許皆伝

文亮の嫡男文明、華岡青洲門下で
頭角を現すも夭死す

3月3日、文亮、黒田侯にその力量
を認められ藩医として登城

文亮没　五代玄曻一徳後継

10月、五代玄曻一徳、黒田侯に
お目見仰せ付けられ登城

玄曻没　六代玄衆満直後継

玄衆没　七代大次郎後継

大次郎没　八代愛四郎後継

九代敏治泯江堂を継承す

1723（享保  8）年

1749（寛延  2）年

1791（寛政  3）年
1807（文化  4）年
1821（文政  4）年
1831（天保  2）年

1844（天保15）年

1845（弘化  2）年

1848（嘉永元）年
1866（慶応  2）年

1882（明治15）年
1914（大正  3）年
1949（昭和24）年
1950（昭和25）年

泯江堂の歴史  1 7 2 3 - 1 9 5 0 　

15
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医
療
法
人
泯
江
堂
初
代
理
事
長
敏
治
は
１
９
６
２
年
に
油

山
病
院
経
営
理
念
を
「
和
」
と
定
め
、
開
設
直
後
か
ら
仏
教

の
慈
愛
の
精
神
を
基
盤
と
し
た
病
院
運
営
に
乗
り
出
し
ま
し

た
。
病
院
の
開
設
当
初
よ
り
長
男
和
光
は
専
務
理
事
兼
事
務

長
と
し
て
経
営
全
般
を
受
け
持
ち
、
栄
養
士
と
し
て
働
く
妻

和
子
と
と
も
に
患
者
さ
ん
が
一
人
も
い
な
い
80
床
の
病
院
の

ベ
ッ
ド
を
埋
め
る
べ
く
東
奔
西
走
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

１
９
６
６
年
、
油
山
病
院
を
１
８
７
床
に
増
床
。
新
館
落

成
式
典
を
挙
行
し
た
頃
に
は
患
者
さ
ん
も
増
え
、
経
営
は
よ

う
や
く
軌
道
に
乗
り
始
め
ま
し
た
。
こ
の
頃
和
光
は
、
油
山

病
院
の
進
む
べ
き
方
向
性
へ
の
ヒ
ン
ト
を
得
る
た
め
に
世
界

の
精
神
科
病
院
視
察
団
に
参
加
。
１
カ
月
を
か
け
て
ユ
ー
ラ

シ
ア
大
陸
を
一
周
し
て
い
ま
す
。

　

公
私
と
も
に
病
院
創
立
か
ら
の
繁
忙
期
を
脱
し
つ
つ
あ
っ

た
１
９
６
７
年
６
月
に
は
、
よ
う
や
く
職
員
住
宅
が
完
成
し
、

和
光
と
和
子
も
入
居
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
１
９

７
０
年
８
月
に
は
４
階
建
て
の
職
員
住
宅
を
建
設
し
、
福
利

厚
生
面
が
さ
ら
に
充
実
し
ま
し
た
。

　

１
９
７
６
年
５
月
、
和
光
は
副
理
事
長
に
就
任
。
同
年
、

こ
れ
ま
で
病
院
の
中
庭
だ
っ
た
場
所
に
エ
ア
シ
ュ
ー
タ
ー
や

中
２
階
の
ナ
ー
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、
当
時
の
最
新
の
概

念
を
反
映
し
た
病
棟
90
床
を
新
築
し
ま
す
（
創
立
15
周
年
記

念
事
業
）。

　

そ
の
後
も
増
床
が
続
け
ら
れ
、
１
９
８
０
年
７
月
に
内
科

45
床
、
精
神
科
２
３
８
床
、
計
２
８
３
床
の
現
在
の
形
と
な

り
ま
し
た
。

　

こ
の
年
、
職
員
の
た
め
の
湯
布
院
保
養
所
や
ま
な
み
荘
が

完
成
。
今
で
こ
そ
湯
布
院
は
観
光
地
と
し
て
有
名
で
す
が
、

当
時
は
ひ
な
び
た
温
泉
街
で
、
片
道
４
時
間
も
か
か
っ
て
い

ま
し
た
。
現
在
は
高
速
で
１
時
間
程
度
、
東
急
湯
布
高
原
別

荘
地
で
も
当
法
人
は
屈
指
の
利
用
率
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

１
９
８
５
年
以
降
は
主
に
和
光
が
診
療
機
能
の
充
実
に
力

を
入
れ
た
時
代
で
す
。

　

１
９
８
５
年
５
月
に
は
麻
生
飯
塚
病
院
の
副
院
長
を
長
年

務
め
勇
退
さ
れ
た
鈴
木
高
秋
氏
を
院
長
に
、
さ
ら
に
１
９
８

８
年
７
月
に
は
元
国
立
中
央
病
院
精
神
神
経
科
部
長
の
安
陪

光
正
氏
を
副
院
長
に
迎
え
る
な
ど
、
精
神
科
病
院
と
し
て
の

機
能
が
飛
躍
的
に
向
上
す
る
き
っ
か
け
を
つ
く
り
ま
し
た
。

　

こ
の
頃
は
特
に
福
岡
大
学
精
神
医
学
教
室
の
協
力
病
院
と

し
て
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
委
員
を
務
め
世
界
的
に
著
名
で
あ
っ
た
西
園

昌
久
教
授
（
現
名
誉
教
授
）
の
ご
指
導
の
も
と
、
大
学
病
院

に
お
け
る
治
療
概
念
を
積
極
的
に
吸
収
し
た
時
代
で
も
あ
り

ま
し
た
。
和
光
は
世
界
精
神
分
析
学
会
等
に
も
４
度
同
行
し
、

精
神
医
学
最
先
端
の
情
報
を
得
る
こ
と
に
努
め
ま
し
た
。
ま

た
、
同
教
室
助
教
授
で
あ
っ
た
牛
島
定
信
氏
（
現
東
京
慈
恵

医
科
大
学
名
誉
教
授
）
に
非
常
勤
と
し
て
病
棟
ス
ー
パ
ー
バ

イ
ザ
ー
を
務
め
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
看
護
ス
タ
ッ
フ
の
多

様
な
精
神
疾
患
へ
の
対
応
能
力
も
格
段
に
向
上
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
流
れ
を
受
け
て
和
光
は
入
院
医
療
か
ら
回
復
期

・
慢
性
期
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
医
療
へ
と
そ
の
視
野
を

広
げ
、
１
９
８
７
年
２
月
に
精
神
科
作
業
療
法
承
認
。
同
年

６
月
に
は
福
岡
市
内
で
民
間
で
は
初
の
精
神
科
デ
イ
ケ
ア
の

引き継がれる
創始者の
こころ

～「和」「活力」そして「信念」へ ～

八代院長

三野原 義光
［2002年〜現在］

三代理事長

三野原 義光
［2007年〜現在］

四代施設長

藤井 眞一
［2005年〜現在］

二代理事長

三野原 和光
［1988年〜2007年］

初代理事長

三野原 敏治
［1962年〜1988年］

四代・六代院長

三野原 敏治
［1969年〜1972年］［1976年〜1985年］

七代院長

鈴木 高秋
［1985年〜2002年］

二代施設長

中川 信行
［2004年〜2005年］

三代施設長

中村 美幸
［2005年］

三代院長

良永 春樹
［1968年〜1969年］

二代院長

粕屋 和男
［1965年〜1968年］

初代・五代院長

末安 三義
［1962年〜1965年］［1972年〜1976年］

初代施設長

伊藤 敏明
［1997年〜2004年］

医 療 法 人 泯 江 堂 歴 代 理 事 長

油 山 病 院 歴 代 院 長

介護老人保健施設からざステーション歴代施設長

歴
代

理

事

長

・

院

長

・

施

設

長

左から三野原和光会長（当時副理事長）、故三野原敏治
会長（当時理事長）、鈴木名誉院長（当時院長）、中川
先生（当時副院長）
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０
０
３
年
10
月
に
や
っ
と

落
成
の
運
び
と
な
り
（
精

神
科
急
性
期
治
療
病
棟

40
床
・
精
神
療
養
病
棟
60

床
）、
内
覧
会
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
（
創
立
40
周
年

記
念
事
業
）。

　

同
年
３
月
に
和
光
に
よ

っ
て
発
表
さ
れ
、
40
周
年

記
念
誌
に
も
収
録
さ
れ
た

「
泯
江
堂
中
長
期
計
画
」

は
、
現
在
も
形
を
変
え
つ

つ
新
し
い
50
周
年
以
降
の

計
画
に
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
し
て
い
ま
す
。

　

２
０
０
４
年
３
月
、
医

療
の
特
殊
性
を
踏
ま
え
た
広
報
活
動
と
当
法
人
に
関
わ
る
あ

ら
ゆ
る
人
々
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
促
進
す
る
こ
と
を

目
的
に
み
ん
こ
う
堂
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
開
設
。
こ

の
試
み
は
当
時
で
は
珍
し
く
、
朝
日
新
聞
の
全
国
誌
欄
に
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。

　

翌
年
の
２
０
０
５
年
５
月
、
老
朽
化
が
課
題
で
あ
っ
た
油

山
病
院
外
来
棟
の
全
面
改
装
工
事
が
完
工
し
、
外
来
患
者
さ

ん
の
治
療
環
境
を
大
幅
に
改
善
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

常
々
70
歳
引
退
説
を
唱
え
後
進
に
早
く
道
を
譲
る
こ
と
で

泯
江
堂
の
将
来
を
さ
ら
に
盤
石
の
も
の
に
す
る
、
と
し
て
数

年
前
よ
り
準
備
を
進
め
て
い
た
和
光
は
、
２
０
０
７
年
３
月

理
事
長
退
任
を
決
断
。

　

同
年
４
月
、
第
三
代
理
事
長
三
野
原
義
光
、
副
理
事
長
三

野
原
信
二
、
専
務
理
事
三
野
原
一
徳
、
の
新
三
役
体
制
が
発

足
し
ま
し
た
。

　

そ
の
翌
年
に
義
光
は
、
こ
れ
ま
で
の
「
和
」「
活
力
」
に

「
信
念
」
を
加
え
て
新
経
営
理
念
と
し
、
こ
の
理
念
の
も
と
、

「
３
つ
の
約
束
（
利
用
者
、
地
域
、
職
員
へ
の
約
束
）」
と

「
経
営
方
針
」
を
定
め
、「
理
念
の
見
え
る
化
」
と
普
及
に

力
を
注
ぎ
ま
す
。

　

ま
た
、
経
営
理
念
の
発
表
と
同
時
に
、
３
年
後
に
迎
え
る

50
周
年
を
「
未
来
の
精
神
科
の
あ
り
方
を
広
く
内
外
に
発
信

す
る
ス
タ
ー
ト
の
年
」
と
位
置
づ
け
、
３
年
間
そ
れ
ぞ
れ
の

年
に
テ
ー
マ
性
を
持
た
せ
る
こ
と
で
、「
理
念
の
共
有
」
の

た
め
の
「
理
念
の
見
え
る
化
」
を
図
り
ま
し
た
。

　

こ
の
３
カ
年
計
画
を
泯
江
堂
で
は
「
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
・

コ
ン
セ
プ
ト
」
と
名
づ
け
、

　

１
年
目　

第
一
章
「
出
会
い
の
た
ね
」（
原
点
回
帰
）

　

２
年
目　

第
二
章
「
信
頼
の
根
っ
こ
」（
自
己
研
鑽
）

　

３
年
目　

第
三
章
「
安
心
の
森
」（
環
境
整
備
）

　

と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
ト
ー
リ
ー
に
沿
っ
た
課
題
に
全
職
員

が
何
ら
か
の
形
で
取
り
組
む
こ
と
で
「
傑
出
し
た
組
織
価
値
」

を
生
み
出
す
こ
と
に
専
念
し
て
き
ま
し
た
。

　

利
用
者
の
方
々
、
そ
の
ご
家
族
、
地
域
の
皆
様
方
、
泯
江

堂
を
支
え
る
関
係
者
の
方
々
と
そ
の
職
員
の
全
て
が
憩
え
る

場
に
一
歩
で
も
近
づ
き
た
い
―

　

泯
江
堂
は
こ
れ
か
ら
も
日
々
の
自
己
研
鑽
を
通
じ
て
最
善

の
医
療
・
介
護
を
提
供
し
、
利
用
者
や
ご
家
族
の
よ
り
良
き

伴
走
者
と
し
て
、「
安
心
の
森
」
実
現
の
た
め
に
努
力
を
重

ね
て
い
く
こ
と
を
誓
い
ま
す
。

認
可
を
受
け
ま
す
（
創
立
25
周
年
記
念
事
業
）。
そ
の
意
味

で
こ
の
年
は
泯
江
堂
の
社
会
復
帰
プ
ロ
グ
ラ
ム
元
年
と
い
え

る
で
し
ょ
う
。

　

１
９
８
８
年
12
月
、
和
光
は
敏
治
か
ら
理
事
長
職
を
受
け

継
ぎ
、
第
二
代
理
事
長
に
就
任
。
就
任
と
と
も
に
、
新
経
営

理
念
を
発
表
し
ま
す
。
そ
こ
に
は
、
①
良
質
の
医
療
と
合

理
的
経
営
の
実
践　

②
地
域
社
会
と
の
連
携　

③「
和
」
と

「
活
力
」
に
よ
る
患
者
さ
ん
中
心
の
医
療
の
実
現　

④
自
己

研
鑽
、
の
４
項
目
が
提
示
さ
れ
、
以
来
「
和
」
と
「
活
力
」

が
泯
江
堂
の
合
言
葉
と
し
て
広
く
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

１
９
９
２
年
11
月
の
30
周
年
記
念
式
典
事
業
を
は
さ
み
、

作
業
療
法
の
理
想
を
実
現
す
る
た
め
１
９
９
５
年
６
月
に

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
セ
ン
タ
ー
を
新
築
。
多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
よ
る
作
業
療
法
活
動
の
推
進
と
「
喫
茶
オ
レ
ン
ジ
」
の
設

置
に
よ
る
社
会
復
帰
活
動
を
開
始
し
ま
す
。
同
時
に
セ
ン
タ

ー
食
堂
、
セ
ン
タ
ー
厨
房
の
設
置
に
よ
る
食
事
環
境
の
改
善

を
行
い
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、

患
者
さ
ん
の
生
活
の
質
の
改
善
に
寄
与
し
ま
し
た
。

　

１
９
９
７
年
に
は
泯
江
堂
の
方
向
性
を
大
き
く
変
え
る
で

き
ご
と
が
起
こ
り
ま
し
た
。
老
人
保
健
施
設
か
ら
ざ
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
開
設
で
す
。
当
時
、
多
く
の
老
人
保
健
施
設
で
そ

の
疾
病
に
伴
う
周
辺
症
状
の
た
め
に
行
き
場
を
失
い
つ
つ
あ

っ
た
認
知
症
疾
患
の
方
々
に
、
精
神
科
病
院
と
の
連
携
に
よ

る
安
心
で
快
適
な
療
養
環
境
を
提
供
す
べ
く
、
和
光
は
介
護

保
険
事
業
へ
の
進
出
を
決
断
し
ま
す
。
ベ
ッ
ド
数
は
80
。
建

設
開
始
時
に
建
築
予
定
地
に
「
野
芥
遺
跡
」
が
出
土
し
、
１

万
６
０
０
０
年
前
の
石
器
が
発
見
さ
れ
る
な
ど
予
期
せ
ぬ
で

き
ご
と
に
も
遭
遇
し
な
が
ら
、
よ
う
や
く
11
月
に
施
設
を
オ

ー
プ
ン
。
そ
の
後
は
ま
だ
現
在
の
よ
う
に
認
知
症
疾
患
に
対

し
て
の
医
療
・
介
護
の
研
究
が
進
ん
で
い
な
い
な
か
、
パ
イ

オ
ニ
ア
と
し
て
様
々
な
現
場
の
苦
労
が
あ
り
ま
し
た
が
、
現

在
で
は
認
知
症
疾
患
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
施
設
と
し
て

市
内
の
医
療
機
関
で
も
高
い
評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
同
年
９
月
に
は
泯
江
堂
に
と
っ
て
も
う
ひ
と
つ
の

大
き
な
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
で
き
ご
と
が
あ
り
ま

し
た
。

　

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
あ
い
り
す
の
併
設
で
す
。
福
岡

市
内
で
は
初
の
精
神
科
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
生

ま
れ
、
以
来
今
日
ま
で
の
15
年
間
、
経
験
や
事
例
の
積
み
重

ね
に
よ
っ
て
、
現
在
で
は
よ
り
一
層
高
い
レ
ベ
ル
で
の
精
神

科
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
を
実
現
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
介
護
保
険

に
お
け
る
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
の
ぞ
み
の

開
設
（
１
９
９
９
年
）、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
サ
ン
ラ
イ
ズ
荘

（
精
神
障
害
者
を
対
象
と
す
る
共
同
生
活
援
助
事
業
）
な
ど

の
開
設
が
続
き
、
医
療
保
険
や
介
護
保
険
下
に
お
け
る
精
神

科
や
高
齢
者
の
た
め
の
退
院
後
の
受
け
皿
づ
く
り
、
地
域
包

括
ケ
ア
の
進
展
に
力
を
注
ぎ
ま
し
た
。

　

１
９
９
９
年
に
い
よ
い
よ
和
光
の
長
男
で
あ
る
三
野
原
義

光
が
医
師
と
し
て
着
任
。
老
朽
化
が
目
立
つ
病
棟
の
新
築
と

病
棟
機
能
分
化
に
お
け
る
急
性
期
治
療
病
棟
の
承
認
を
得
る

こ
と
を
め
ざ
し
て
「
２
０
０
２
年
委
員
会
」
を
設
置
し
、
委

員
長
に
就
任
。
２
０
０
１
年
に
は
既
存
病
棟
を
一
部
改
修
し

て
38
床
の
急
性
期
治
療
病
棟
の
届
出
を
な
し
、
２
０
０
２
年

に
は
義
光
院
長
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

２
０
０
２
年
10
月
に
北
館
１
０
０
床
が
着
工
さ
れ
、
２

病院幹部を前に語る
故三野原敏治会長

北館内覧会の日、来客と談笑する三野原和子理事。
左端は三野原和光会長

副理事長、法人本部長
として法人全体の経営
全般に関わっている

介護老人保健施設からざ
ステーション副施設長を
兼務。法人内のネットワ
ークの責任者でもある 忘年会で職員を前に心を込めて語る

三野原和光会長（当時理事長）

病院幹部とともに米国病院視察。前列右から
２人目が三野原和光会長（当時理事長）

医療法人泯江堂  副理事長

三野原 信二
医療法人泯江堂  専務理事

三野原 一徳
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◦
医
療
法
人
設
立
認
可
、油
山
病
院
開
設
認
可（
精
神
科
病
床
80
床
）、

　

理
事
長 

三
野
原
敏
治

◦
保
険
医
療
機
関
指
定

◦
初
代
院
長 

末
安
三
義
就
任

◦
生
活
保
護
法
指
定
医
療
機
関
認
可

◦
精
神
衛
生
法
指
定
承
認（
50
床
）

◦
精
神
科
39
床
増
床
、計
1
1
9
床
と
な
る

◦
二
代
院
長 

粕
屋
和
男
就
任

◦
精
神
科
68
床
増
床
、計
1
8
7
床
と
な
る
。

◦
新
館
落
成
式
典

◦
三
代
院
長 

良
永
春
樹
就
任

◦
内
科
7
床
、精
神
科
1
床
増
床
、計
1
9
5
床
と
な
る

◦
四
代
院
長 

三
野
原
敏
治
就
任

◦
内
科
21
床
増
床
、（
内
科
28
床
、精
神
科
1
8
8
床
、計
2
1
6
床
）

◦
精
神
科
12
床
増
床
、（
内
科
28
床
、精
神
科
2
0
0
床
、計
2
2
8
床
）

◦
職
員
住
宅
4
階
建
て
建
設
、役
員
住
宅
建
設

◦
創
立
10
周
年
記
念
誌「
泯
江
堂
2
5
0
年
史
」発
刊

◦
五
代
院
長 
末
安
三
義
就
任

◦
副
理
事
長 

三
野
原
和
光
就
任

◦
六
代
院
長 

三
野
原
敏
治
就
任

◦
1
病
棟
落
成（
90
床
）

◦
創
立
15
周
年
記
念
・
新
築
落
成
記
念
式
典

◦
2
病
棟
増
改
築（
53
床
）

◦
内
科
45
床
、精
神
科
2
0
0
床
、計
2
4
5
床

◦
内
科
45
床
、精
神
科
2
3
8
床
、計
2
8
3
床
と
な
り
現
在
に
至
る

◦
湯
布
院
保
養
所
や
ま
な
み
荘
落
成

◦
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー（
ミ
ツ
ビ
シ
メ
ル
コ
ム
80
）導
入

◦
東
京
都
の
人
口
が
1
千
万
人
を
突
破

◦
マ
リ
リ
ン・モ
ン
ロ
ー
謎
の
急
死

◦
堀
江
謙
一が
小
型
ヨ
ッ
ト
で
太
平
洋
単
独
横
断
に
成
功

◦
富
士
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
が
国
産
第
1
号
の
複
写
機
を
完
成

◦
ケ
ネ
デ
ィ
米
大
統
領
が
ダ
ラ
ス
で
暗
殺
さ
れ
る

◦
プ
ロ
野
球
の
ド
ラ
フ
ト
制
ス
タ
ー
ト

◦
日
韓
条
約
諸
協
定
調
印
、日
韓
関
係
が
よ
う
や
く
正
常
化

◦
全
日
空
7
2
7
型
機
羽
田
空
港
沖
墜
落

◦
ビ
ー
ト
ル
ズ
が
来
日

◦
3
億
円
強
奪
事
件
発
生

◦
東
大
安
田
講
堂
で
学
生
と
機
動
隊
が
衝
突

◦
米
宇
宙
船「
ア
ポ
ロ
11
号
」が
人
類
初
の
月
面
着
陸

◦
家
庭
用
ビ
デ
オ
デ
ッ
キ
登
場

◦
大
阪
で
日
本
万
国
博
覧
会
開
催

◦
日
航
機「
よ
ど
号
」乗
っ
取
り
事
件
が
発
生

◦
浅
間
山
荘
事
件
発
生

◦
沖
縄
が
日
本
に
返
還
さ
れ
る

◦
ロ
ッ
キ
ー
ド
事
件
発
生

◦
中
国
の
毛
沢
東
主
席
が
死
去

◦
王
選
手
が
7
5
6
号
ホ
ー
ム
ラ
ン
を
達
成
、世
界
新
記
録
を
樹
立

◦
日
本
赤
軍
が
日
航
機
パ
リ
便
を
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク

◦
新
東
京
国
際
空
港（
成
田
空
港
）が
開
港

◦
衆
参
同
時
選
挙
中
に
大
平
首
相
が
急
死
、自
民
党
の
圧
勝
と
な
る

◦
山
口
百
恵
引
退

3
月

4
月

5
月

6
月

9
月

1
月

3
月

6
月

12
月

4
月

3
月

7
月

8
月

6
月

8
月

3
月

4
月

5
月

9
月

9
月

4
月

6
月

1
月

7
月

9
月

10
月

1
9
6
2
年

1
9
6
3
年

1
9
6
5
年

1
9
6
6
年

1
9
6
8
年

1
9
6
9
年

1
9
7
0
年

1
9
7
2
年

1
9
7
6
年

1
9
7
7
年

1
9
7
8
年

1
9
8
0
年 （

昭
和
37
年
）

（
昭
和
38
年
）

（
昭
和
40
年
）

（
昭
和
41
年
）

（
昭
和
43
年
）

（
昭
和
44
年
）

（
昭
和
45
年
）

（
昭
和
47
年
）

（
昭
和
51
年
）

（
昭
和
52
年
）

（
昭
和
53
年
）

（
昭
和
55
年
）

年
月

医
療
法
人
泯
江
堂
の
歴
史

社
会
の
動
き

1

2

3

5

4

7

9

10

11

12

13

8

6

11966年当時の病院本館　21966年当時の中庭　3特別室　4脳波検査室
5臨床検査室　6外来診療室　71967年当時の職員寮　8当時の野外バザー
91970〜80年頃、グラウンド（現在の中庭）で盆踊りをする患者さんと職員。
　後方に見えるのは、現在のサンライズ荘。1970年当時は職員アパートだった
�1976年9月に落成した1病棟、最新鋭の設備を備えていた　�当時の運動会の様子
�1979年頃の病院入口付近はまだ住宅もなかった。右は北看護部長
�1975年頃、病棟での集合写真

1962 1981
昭和37年〜昭和56年

　1964年の東京オリンピック開催を挟み、日本が奇跡といわ
れる経済成長を実現した時代。高速道路や新幹線などのイ
ンフラが整備され、家庭には三種の神器といわれる家電品
や自家用車が急速に普及していった。しかし一方で学生運
動の激化や環境破壊、公害問題が深刻化。1973年のオイル
ショックでインフレが加速されると人々は自己保身に走り、高
度経済成長は終焉を迎えることとなった。

理想の医療を求めた 黎明期



23 22

◦
七
代
院
長 

鈴
木
高
秋
就
任

◦
作
業
療
法
棟
、デ
イ
ケ
ア
棟
改
築

◦
西
本
館
、外
来
部
門
改
装

◦
精
神
科
作
業
療
法
承
認

◦
給
食
業
務
委
託
を
開
始

◦
精
神
科
デ
イ
ケ
ア
承
認

◦
自
衛
消
防
隊
屋
内
消
火
栓
操
作
法
大
会
で
優
勝

◦
デ
イ
ケ
ア
及
び
作
業
療
法
棟
披
露
、創
立
25
周
年
記
念
式
典

◦
院
内
学
習
会
発
足
、学
習
委
員
会
を
結
成

◦
厨
房
改
装

◦
患
者
家
族
会（
あ
け
ぼ
の
会
）設
立

◦
三
野
原
敏
治 

会
長
就
任
、三
野
原
和
光 

理
事
長
就
任

◦
福
岡
県
精
神
病
院
協
会
創
立
35
周
年
記
念
表
彰
を
受
け
る

　

三
野
原
和
光
理
事
長
、経
営
理
念
を
掲
げ
る

◦
内
科
45
床
、1
病
棟
90
床
、2
病
棟
60
床
、3
病
棟
88
床
、

　

合
計
2
8
3
床
と
な
る

◦
院
長 

鈴
木
高
秋
、精
神
保
健
功
労
者
厚
生
大
臣
表
彰
を
受
け
る　

◦
2
病
棟
及
び
デ
イ
ル
ー
ム
改
装

◦
3
病
棟
医
師
・
看
護
者
の
カ
ル
テ
共
有
開
始
、友
和
の
集
い
始
ま
る

◦
季
刊
誌「
油
山
」創
刊（
年
4
回
発
行
）

◦
会
長 

三
野
原
敏
治 
死
去

◦
医
療
廃
棄
物
容
器
の
新
設

◦
新
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー（
富
士
通
H
O
P
E
3
0
6
0
）の
導
入

◦
職
員
食
堂「
オ
レ
ン
ジ
」開
店

◦
日
航
ジ
ャ
ン
ボ
機
が
群
馬
県
御
巣
鷹
山
に
墜
落

◦
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
施
行

◦
ソ
連
で
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
発
生

◦
N
T
T
株
フ
ィ
ー
バ
ー
起
こ
る

◦
南
氷
洋
で
の
商
業
捕
鯨
に
幕
が
下
り
る

◦
国
鉄
分
割
民
営
化
で
J
R
が
ス
タ
ー
ト

◦
N
H
K
が
衛
星
テ
レ
ビ
放
送
開
始

◦
青
函
ト
ン
ネ
ル
が
開
業

◦
贈
収
賄
事
件「
リ
ク
ル
ー
ト
疑
惑
」が
発
覚

◦
福
岡
ダ
イ
エ
ー
ホ
ー
ク
ス
誕
生

◦
天
皇
陛
下
崩
御
。年
号「
平
成
」と
な
る

◦
リ
ク
ル
ー
ト
事
件
で
江
副
前
会
長
を
逮
捕

◦
消
費
税
ス
タ
ー
ト

◦
中
国
で
天
安
門
事
件
起
こ
る

◦
ド
イ
ツ
で
ベ
ル
リ
ン
の
壁
崩
壊

◦
千
代
の
富
士
が
史
上
初
の
通
算
1
千
勝
を
達
成

◦
礼
宮
さ
ま
、紀
子
さ
ま
ご
成
婚

◦
東
西
ド
イ
ツ
統
一

◦
T
B
S
の
秋
山
記
者
が
日
本
人
初
の
宇
宙
飛
行
に
成
功

◦
湾
岸
戦
争
が
勃
発

◦
雲
仙
・
普
賢
岳
で
火
砕
流
が
発
生

◦
ソ
連
邦
が
消
滅
し
、ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
大
統
領
が
辞
任

5
月

8
月

9
月

2
月

4
月

6
月

7
月

9
月

11
月

2
月

3
月

12
月

1
月

11
月

11
月

4
月

6
月

8
月

11
月

1
月

2
月

8
月

1
9
8
5
年

1
9
8
6
年

1
9
8
7
年

1
9
8
8
年

1
9
8
9
年

1
9
9
0
年

1
9
9
1
年 （

昭
和
60
年
）

（
昭
和
61
年
）

（
昭
和
62
年
）

（
昭
和
63
年
）

（
平
成
元
年
）

（
平
成
2
年
）

（
平
成
3
年
）

年
月

医
療
法
人
泯
江
堂
の
歴
史

社
会
の
動
き

1982 1991
昭和57年〜平成 3 年

11984年3月、西消防署との消火・避難・救出合同演習。
中央本部席は故三野原敏治初代理事長。その後ろは三野原
和光会長（当時副理事長）　21985年7月の消火・避難訓練
31988年6月、福岡市消防学校で開催された第3回早良区自
衛消防隊屋内消火栓操法大会。油山病院は、女子3人操法の
部優勝、男子3人操法の部準優勝の成績を収めた　41984年
5月、第1回 野外食。中央のコック姿は三野原和光会長（当
時副理事長）　51984年4月、患者さん参加の料理教室を開
催。中央の白衣の女性は栄養指導する三野原和子理事（当時
栄養部長）。30名ほどの参加で季節料理を作った　61984
年8月の納涼盆踊り大会　71985年10月、第23回油山病院
秋季大運動会　81987年9月、油山病院創立25周年記念祝
賀会　9理学療法室（1990年頃）　�放射線室（1990年頃）

1

23

5

4

7

910

8

6

　1980年代前半低成長だった日本経済は、1985年の「プラ
ザ合意」によって円高が急速に進行すると、不況回避のた
めの低金利政策が不動産や株式への投機を促進し、未曾
有の好景気「バブル景気」へ突入していく。1988年には一
大贈収賄事件「リクルート事件」が政界を揺るがした。世界
的にはベルリンの壁崩壊やソ連の消滅など、第2次世界大
戦後にはじまった東西冷戦が幕を閉じることとなった。

質の向上に力を注いだ 発展期
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◦
中
央
浴
場
改
築

◦
創
立
30
周
年
記
念
式
典
及
び
記
念
誌
発
行

◦
特
例
許
可
老
人
病
院
入
院
医
療
管
理（
1
）届
出
受
理
さ
れ
る

◦
薬
剤
管
理
指
導（
薬
）第
89
号
届
出
受
理
さ
れ
る

◦
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
セ
ン
タ
ー
新
築

◦
院
内
感
染
防
止
対
策（
感
防
）2
4
3
号
届
出
受
理
さ
れ
る

◦
老
人
保
健
施
設
着
工

◦
老
人
保
健
施
設
か
ら
ざ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
開
設

◦
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
あ
い
り
す
開
設

◦
法
人
本
部
棟（
旧
管
理
棟
）を
含
む
各
病
棟
の
増
改
築
工
事
着
工

◦
法
人
本
部
棟
に
図
書
室
を
設
置

◦
精
神
科
デ
イ・ナ
イ
ト
ケ
ア
、ナ
イ
ト
ケ
ア
を
開
始

◦
居
宅
介
護
支
援
事
業
所　

ケ
ア
セ
ン
タ
ー
の
ぞ
み
開
設

◦
療
養
型
病
床
群
設
置
に
伴
う
本
館
1
、2
階
改
装
工
事
着
工

◦
第
1
病
棟
が
急
性
期
治
療
病
棟（
38
床
）と
し
て
運
営
開
始

◦
精
神
障
害
者
を
対
象
と
す
る
共
同
生
活
援
助
事
業
と
し
て
グ
ル
ー
プ

　

ホ
ー
ム
サ
ン
ラ
イ
ズ
荘
開
設

◦
地
域
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
開
設

◦
指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設（
2
室
8
床
）

◦
第
2
病
棟
に
談
話
室
増
設

◦
精
神
病
棟
入
院
基
本
料（
15
：
1
）2
0
0
床
届
出
受
理
さ
れ
る

◦
精
神
科
急
性
期
治
療
病
棟
入
院
料（
1
）38
床
届
出
受
理
さ
れ
る

◦
第
2
病
棟　

病
室（
1
室
1
床
）、診
察
室
、喫
煙
室
等
を
増
築

◦
毛
利
衛
さ
ん
が
ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル「
エ
ン
デ
バ
ー
」で
宇
宙
飛
行
に
成
功

◦
月
1
回
の
学
校
5
日
制
ス
タ
ー
ト

◦
向
井
千
秋
さ
ん
が
宇
宙
へ

◦
プ
レ
イ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
発
売

◦
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
発
生

◦
大
阪
府
堺
市
で
病
原
性
大
腸
菌
O︲1
5
7
に
よ
る

　

学
童
集
団
食
中
毒
事
故
が
発
生

◦
消
費
税
率
5
％
に
ア
ッ
プ

◦
ダ
イ
ア
ナ
元
英
皇
太
子
妃
交
通
事
故
死

◦
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
案（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
案
）が
成
立

◦
欧
州
で
単
一
通
貨「
ユ
ー
ロ
」導
入

◦
茨
城
県
東
海
村
の
民
間
ウ
ラ
ン
加
工
施
設（
J
C
O
）で

　

国
内
初
の
臨
界
事
故
発
生
、死
者
を
出
す

◦
福
岡
ダ
イ
エ
ー
ホ
ー
ク
ス
初
優
勝

◦
介
護
保
険
制
度
ス
タ
ー
ト

◦
17
才
少
年
に
よ
る
西
鉄
バ
ス
乗
っ
取
り
事
件
起
こ
る

◦
雪
印
集
団
食
中
毒
事
件
発
生

◦
新
紙
幣
2
千
円
札
発
行

◦
ス
ト
ー
カ
ー
規
制
法
施
行

◦
日
本
の
実
習
船「
え
ひ
め
丸
」が
ハ
ワ
イ
沖
で
米
海
軍
原
潜
と
衝
突
、

　

え
ひ
め
丸
沈
没

◦
ア
メ
リ
カ
同
時
多
発
テ
ロ
事
件
発
生
。

　

ニュ
ー
ヨ
ー
ク
の
世
界
貿
易
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
が
倒
壊

3
月

11
月

8
月

9
月

6
月

8
月

10
月

10
月

11
月

5
月

6
月

7
月

9
月

11
月

3
月

4
月

4
月

4
月

9
月

3
月

3
月

8
月

1
9
9
2
年

1
9
9
4
年

1
9
9
5
年

1
9
9
6
年

1
9
9
7
年

1
9
9
8
年

1
9
9
9
年

2
0
0
0
年

2
0
0
1
年 （

平
成
4
年
）

（
平
成
6
年
）

（
平
成
7
年
）

（
平
成
8
年
）

（
平
成
9
年
）

（
平
成
10
年
）

（
平
成
11
年
）

（
平
成
12
年
）

（
平
成
13
年
）

年
月

医
療
法
人
泯
江
堂
の
歴
史

社
会
の
動
き

1992 2001
平成 4 年〜平成13年

1

23

5

4

79

10

11

12 13

8 6

11992年10月、第30回油山病院秋季大運動会
21992年11月、油山病院創立30周年記念式典　
31994年頃の油山病院総務事務所内　4米国病院
視察研修（1994年11月〜12月）51997年10月、
老人保健施設からざステーション開設
6浴室　7機能訓練室　8療養室（個室） 9デイ
ケア室　�1997年、訪問看護ステーションあいり
す開設　�1997年頃の油山病院施設全景　�周辺
に住宅が増えて来た1999年頃、病院の入口より野
芥団地をバックにして。右が北看護部長　�1999
年頃の油山病院正面玄関

　バブル経済が破綻し、株価と不動産価格が暴落、金融機
関の破綻や企業の倒産が相次ぐ。就職氷河期で派遣労働
者が増加し、ニートと呼ばれる若者が登場、さらに中高年の
リストラも増大。また1995年に阪神大震災、オウム真理教に
よる一連の事件が起こるなど社会不安が日本を覆った。世
界ではＩＴ化とインターネットが爆発的に普及し、ネット社会に
突入した。

先見的取り組みに挑んだ 転換期
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◦
新
病
棟
建
設
予
定
地
よ
り
遺
跡
出
土
、調
査
団
に
よ
る
発
掘
調
査

◦
八
代
院
長 

三
野
原
義
光
就
任
、前
院
長
鈴
木
高
秋
は
名
誉
院
長
に

◦
北
館
新
病
棟
建
設
着
工

◦
創
立
40
周
年
記
念
忘
年
会
開
催

◦
三
野
原
和
光
理
事
長
、泯
江
堂
中
長
期
計
画
を
発
表

◦
法
人
内
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
稼
働

◦
北
館
竣
工
、翌
月
、北
館
内
覧
会
、40
周
年
記
念
誌
完
成

◦
介
護
老
人
保
健
施
設
か
ら
ざ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、介
護
サ
ー
ビ
ス
評
価
認
証

　

取
得（
2
年
ご
と
の
更
新
）

◦
毎
朝
の
全
体
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開
始

◦
み
ん
こ
う
堂
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー（
広
報
部
門
）開
設
、広
報
誌
の
発
行

◦
外
来
棟
全
面
改
装

◦
シ
ョ
ー
ト
デ
イ
ケ
ア
届
出
受
理
さ
れ
る

◦
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部
を
発
足

◦
三
代
理
事
長 

三
野
原
義
光
就
任

◦
第
１
回
み
ん
み
ん
祭（
法
人
文
化
祭
）開
催
、以
降
毎
年
開
催
さ
れ
る

◦
精
神
科
地
域
移
行
実
施
加
算
届
出
受
理
さ
れ
る

◦
北
館
を
開
放
病
棟
30
床
と
閉
鎖
病
棟
30
床
、計
60
床
の
急
性
期
病
棟
、

　

療
養
病
棟
40
床
に
再
編
す
る

◦
新
経
営
理
念
発
表
、医
療
法
人
泯
江
堂
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ・コ
ン
セ
プ
ト
発
表

◦
精
神
科
急
性
期
治
療
病
棟
1（
60
床
）届
出
受
理
さ
れ
る

◦
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ・コ
ン
セ
プ
ト
お
よ
び
法
人
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
発
表

◦
精
神
療
養
病
棟
入
院
基
本
料
1（
40
床
）届
出
受
理
さ
れ
る

◦
リ
ワ
ー
ク（
復
職
支
援
）を
開
始

◦
第
２
期
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ・コ
ン
セ
プ
ト
発
表

◦
医
療
安
全
対
策
加
算
2
届
出
受
理
さ
れ
る

◦
デ
イ
ケ
ア
棟
の
全
面
改
装

◦
精
神
療
養
病
棟
入
院
料（
40
床
）退
院
調
整
加
算
届
出
受
理
さ
れ
る

◦
精
神
科
救
急
搬
送
患
者
地
域
連
携
紹
介
加
算
届
出
受
理
さ
れ
る

◦
新
学
習
指
導
要
領
の
ゆ
と
り
教
育
ス
タ
ー
ト
。学
校
完
全
週
5
日
制
に

◦
D
V
防
止
法
が
全
面
施
行

◦
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
開
始

◦
小
泉
首
相
の
訪
朝
で
金
正
日
総
書
記
が
日
本
人
拉
致
を
公
式
に
認
め
る

◦
新
型
肺
炎
S
A
R
S
が
世
界
的
に
流
行

◦
米
英
に
よ
る
イ
ラ
ク
侵
攻
開
始
、イ
ラ
ク
戦
争
は
じ
ま
る

◦
12
才
少
年
に
よ
る
長
崎
男
児
誘
拐
殺
人
事
件
発
生

◦
新
潟
県
中
越
地
震（
震
度
7
）発
生
、断
続
的
に
震
度
6
級
の
余
震

◦
ス
マ
ト
ラ
島
沖
地
震
発
生（
Ｍ
9.3
）。津
波
な
ど
に
よ
り
20
万
人
以
上
が
死
亡

◦
福
岡
県
西
方
沖
地
震（
Ｍ
7.0
）発
生
。福
岡
市
で
震
度
6
弱
を
観
測

◦
日
本
郵
政
株
式
会
社
が
発
足

◦
高
齢
者
虐
待
防
止
法
施
行

◦
熊
本
市
の
慈
恵
病
院
が
赤
ち
ゃ
ん
ポ
ス
ト
の
運
用
を
開
始

◦
日
本
郵
政
公
社
解
散
。日
本
郵
政
グ
ル
ー
プ
と
し
て
営
業
開
始

◦
中
国
で
製
造
さ
れ
た
冷
凍
餃
子
か
ら
有
毒
成
分
を
検
出

◦
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
施
行
。特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
開
始

◦
秋
葉
原
通
り
魔
事
件
が
発
生

◦
米
大
手
証
券
会
社
リ
ー
マ
ン・ブ
ラ
ザ
ー
ズ
が
経
営
破
綻

◦
裁
判
員
制
度
施
行

◦
日
本
年
金
機
構
が
発
足

◦
小
惑
星
探
査
機「
は
や
ぶ
さ
」が
地
球
に
帰
還

◦
改
正
臓
器
移
植
法
が
施
行

◦
東
日
本
大
震
災
発
生

◦
高
さ
6
3
4
M
の
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
竣
工

◦
北
太
平
洋
上
を
中
心
に
金
環
食
を
観
測

5
月

8
月

10
月

12
月

3
月

4
月

9
月

3
月

7
月

4
月

5
月

4
月

10
月

4
月

9
月

4
月

4
月

6
月

8
月

6
月

5
月

5
月

6
月

8
月

12
月

3
月

4
月

2
0
0
2
年

2
0
0
3
年

2
0
0
4
年

2
0
0
5
年

2
0
0
6
年

2
0
0
7
年

2
0
0
8
年

2
0
0
9
年

2
0
1
0
年

2
0
1
1
年

2
0
1
2
年 （

平
成
14
年
）

（
平
成
15
年
）

（
平
成
16
年
）

（
平
成
17
年
）

（
平
成
18
年
）

（
平
成
19
年
）

（
平
成
20
年
）

（
平
成
21
年
）

（
平
成
22
年
）

（
平
成
23
年
）

（
平
成
24
年
）

年
月

医
療
法
人
泯
江
堂
の
歴
史

社
会
の
動
き

2002 2012
平成14年〜平成24年

新時代の医療を実現する 飛躍期

1

2

3

5 4

7

91011

8

6

12002年10月、新病棟建設地鎮祭　
22003年9月、新病棟北館竣工
3北館外観
4北館病棟の木目基調の個室
5北館サービスステーションと間接照明
　をほどこした廊下
6北館竣工記念講演（福岡大学名誉教授
　西園昌久先生をお迎えして）
72003年10月、北館内覧会で来場者を
　お出迎えするスタッフ
82005年12月、グランド・ハイアット
　・福岡で盛大に執り行われた医療法人
　泯江堂忘年会
92007年9月、第1回みんみん祭で講演
　する西日本新聞社  安武信吾氏　
�みんみん祭でユニフォームを紹介　
�毎週月曜日の法人職員の集礼

　アメリカ同時多発テロ事件以降、世界各地でテロ事件が
多発。国内では大手企業を中心に復調傾向だった景気が
2008年、アメリカのサブプライムローン問題に端を発する世
界同時不況によって再び悪化、格差社会が広がった。そん
ななかで2011年3月、東日本大震災・福島第一原発事故が
発生。多くの死傷者・被災者を出し、推定12万人が失業。復
興費用は10年間で23兆円と見込まれている。



展　
　

望

こ
れ
か
ら
の
地
域
精
神
科
医
療
と

泯
江
堂
の
進
む
道

油
山
病
院
　
院
長
　
三
野
原 

義
光

129 128

撮影／三野原義光

―

―



地
域
包
括
ケ
ア
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拠
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し
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介
護
老
人
保
健
施
設 

か
ら
ざ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

―
２
０
２
５
年
へ
の
展
望
―

介
護
老
人
保
健
施
設 

か
ら
ざ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
　
施
設
長
　
藤
井 

眞
一

130131

撮影／三野原義光
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医療法人泯江堂 油山病院

〒 814-0171 福岡市早良区野芥 5 丁目 6-37

1962 年 3 月 20 日

三野原 義光

三野原 義光

三野原 義光

17,626㎡

8,920㎡

精神科・内科、専門外来／もの忘れ外来

283 床　

精神科急性期治療病棟／ 60 床　　精神科療養病棟／ 40 床

精神科一般病棟／ 138 床（48 床、50 床、40 床）　内科療養病棟／ 45 床

240 名（2012.4.1 現在）

医師 13 名（常勤 8 名・非常勤 5 名）、看護師 78 名、准看護師 34 名、看護補助者 41 名、

薬剤師 6 名、放射線技師 1 名、臨床検査技師 1 名、精神保健福祉士 6 名、心理士 5 名、

管理栄養士 2 名、作業療法士 12 名、保育士 5 名、事務職員・その他 34 名

〈入院〉精神科急性期治療病棟入院料 1、精神科療養病棟入院料、精神病棟入院基本料（15 対 1）

看護配置加算　看護補助加算 2、療養病棟入院基本料、精神作業療法、薬剤管理指導料、

医療保護入院等診療加算、栄養管理実施加算、精神科地域移行実施加算、精神科身体合

併症管理加算、療養病棟療養環境加算 4、褥瘡患者管理加算、退院調整加算、入院時食

事療養（Ⅰ）・入院時生活療養（Ⅰ）、医療安全管理加算 2

後発医薬品使用体制加算、精神科救急搬送患者地域連携紹介加算

〈外来〉精神科デイケア（大規模）、精神科ナイトケア、精神科デイナイトケア、

精神科ショートデイケア（大規模）

医師臨床研修指定協力病院、福岡市医師会看護専門学校実習指導病院、

福岡市認知症疾患医療連携協力病院

◦介護老人保健施設からざステーション　　〒 814-0171 福岡市早良区野芥 5 丁目 6-38

◦訪問看護ステーションあいりす　　　　　〒 814-0171 福岡市早良区野芥 5 丁目 6-37

◦居宅介護支援事業所ケアセンターのぞみ　〒 814-0171 福岡市早良区野芥 5 丁目 6-38

◦グループホームサンライズ荘　　　　　　〒 814-0171 福岡市早良区野芥 5 丁目 6-37

医療法人泯江堂 介護老人保健施設からざステーション　

〒 814-0171 福岡市早良区野芥 5 丁目 6-38

1997 年 10 月 9 日

三野原 義光

藤井 眞一

4,100㎡

精神科内科病院併設　認知症対応型介護老人保健施設

認知症専門棟（40 床）、一般棟（40 床）／入所者数 80 名（短期入所含む）、通所者数 30 名

療養室（一人あたり 8㎡）、機能訓練室、食堂、特殊浴槽 1 台、送迎車両 6 台（うちリフト車 2 台）、

家族介護教室、家族相談室、ボランティア室、研修室など

60 名（2012.4.1 現在）

医師 1 名、看護師 2 名、准看護師 8 名、介護福祉士 20 名、介護職員 15 名、作業療法士 5 名、

管理栄養士 1 名、支援相談員 4 名、事務職員・その他 4 名

病院名

所在地

開設

管理者

理事長

院長

敷地面積

総床面積

診療科目

認可病床数

職員数

基準承認事項

その他

関連施設

施設名

所在地

開設

理事長

施設長

総床面積

事業形態

施設種別

設備

職員数

●病院概要●組織図
医療法人泯江堂 油山病院

医療法人泯江堂 介護老人保健施設からざステーション

12

（精神障害者を対象とする共同生活援助事業）
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●平面図3
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●委員会活動4

法　人

法　人

法　人

法　人

法　人

法　人

法　人

法　人

法　人

法　人

病　院

病　院

病　院

病　院

病　院

病　院

病　院

病　院

病　院

病　院

病　院

病　院

病　院

病　院

病　院

病　院

老　健

老　健

老　健

老　健

老　健

老　健

老　健

老　健

老　健

老　健

老　健

老　健

老　健

老　健

老　健

老　健

個人情報保護管理委員会　※

個人情報保護検討委員会　※

セクシャルハラスメント防止委員会 ※

法人学習委員会

介護フェスタ運営委員会

高齢者プロジェクト委員会

グループホームサンライズ荘運営委員会

季刊誌「油山」編集委員会

みんみん祭運営委員会

みんみん祭準備委員会

医療安全管理委員会　※

院内感染対策委員会　※

労働安全衛生委員会　※

医療ガス安全管理委員会　※

褥瘡対策委員会　※

行動制限最小化委員会　※

栄養委員会　※

サービス向上委員会

ホスピタリティ推進委員会

看護学習委員会

救急委員会

記録委員会

SST 委員会

作業レクリエーション委員会

リハビリテーション部会

作業会議

感染対策委員会

救急委員会

褥瘡対策委員会

サービス向上委員会

食事ケア委員会

排泄委員会

レクリエーション委員会

施設内学習委員会

ケアプラン委員会

生活安全リハビリテーション委員会

学習療法委員会

マニュアル委員会

アニマルセラピー委員会

かけはしの会

実習指導委員会

アルバム委員会

不定期

不定期

不定期

月１回

不定期

不定期

年１回

不定期

年２回

年５回

月１回

月１回

月１回

年１回

月１回

月４回

月１回

月１回

月１回

月１回

月１回

月１回

月１回

月１回

週１回

月１回

月１回

月１回

月１回

月１回

月１回

月１回

月１回

月１回

月１回

月１回

月１回

月１回

月１回

月１回

月１回

月１回

区　分 名　称 開　催

●学会発表一覧5

■過去10年間の部署別学会発表の記録（受賞記録など）

油山病院
医局
◦2003年10月　日本精神分析学会 第49回大会・札幌市
　古賀　靖彦　「指定討論演題：こころのなかみを身体に排出すること」

◦2004年10月　日本精神分析学会 第50回大会・東京都
　古賀　靖彦　「一般演題：子宮内体験とその意義」
　　　　　　　  　　「教育研修セミナー：夢の臨床」

◦2005年10月　日本精神分析学会 第51回大会・広島市
　古賀　靖彦　「シンポジウム：クライン学派における超自我」（学会奨励賞を受賞）

◦2006年11月　日本精神分析学会 第52回大会・名古屋市
　古賀　靖彦　「教育研修セミナー：精神医学と精神分析と私」

◦2007年10月　日本精神分析学会 第53回大会・東京都
　古賀　靖彦　「教育研修セミナー：ビオン ― セッション中に進展してくるもの」

◦2009年11月　日本精神分析学会 第55回大会・大阪市
　古賀　靖彦　「教育研修セミナー：ロナルド・ブリトン ― ビオンとの対話」

◦2010年  7月　The EPF-NAP Sac Conference・ポルトガル
　古賀　靖彦　「症例提示と討論」

◦2010年10月　日本精神分析学会 第56回大会・東京都
　古賀　靖彦　「一般演題：病理組織体からの脱出 ― ワークスルーの観点から」

　著作／西園昌久監修『現代フロイト読本２』（共著）　古賀靖彦著「フロイトにおける自我の分裂」（みすず書房／2008）

リハビリテーション部
◦2003年  3月　第66回 福岡県デイケア研究協議会・飯塚市　
　石谷　直子　「デイケアスタッフのスキルアップ」

◦2003年  7月　第26回 九州集団療法研究会・大牟田市
　佐藤　美佳　「活動と自分を振り返って ～グループを担当して感じたこと」

◦2005年10月　第30回 九州集団療法研究会・豊前市
　田原　照人　「当院デイケアにおける治療プログラムの構造と特徴を考える」
　
◦2006年  3月　第72回 福岡県デイケア研究協議会・福岡市
　奥田　一平　「デイケアを利用する若者の今と昔 ～当院デイケアの10年をふりかえって」　

◦2008年  3月　ジョブコーチネットワークセミナー・東京都
　山口　隆幸　「当院精神科デイケアにおける就労支援」
　

※設置が義務づけられている委員会
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◦2009年10月　第55回 九州精神保健学会・熊本県
　中澤まり子　「看護補助者の可能性 ～精神療養病棟における看護補助者の役割」　
　秦野　　修　「ポジティブスキルトレーニングの効果と実際 ～Ｙｅｓ ｗｅ ｃａｎ！ ｃｈａｎｇｅ ｔｈｅ ｎｕｒｓｉｎｇ」

◦2010年10月　第56回 九州精神保健学会・長崎県　　
　鈴木　康子　「エコ活動を利用した社会復帰の第一歩 ～牛乳パックリサイクル運動を試みて」
　　　　　　  （ポスター発表の部で優秀賞を受賞）　
　和田はるか　「急性期治療病棟の変遷 ～看護スタッフのストレスがパワーへ」

◦2011年10月　第57回 九州精神保健学会・福岡市
　立川　亮太　「単剤化への取り組み ～関わりの中で見えたこと」
　鳥飼　悦子　「慢性期への退院に向けてのアプローチ ～はじめの一歩」
　小寺　里代　「便秘解消への看護の取り組み ～快便生活を目指して」

栄養部
◦2010年  3月　第29回 食事療法学会　パネル発表・宮崎県
　野中彌惠子　「栄養管理の簡便化と食形態の改善 ～新ゲル化剤を導入して」

◦2010年  9月　第16回 日本摂食・嚥下リハビリテーション大会・新潟県
　野中彌惠子　「認知症や精神疾患の嚥下困難とムセに取り組む ～ミキサーゲルを使用し食形態の改善」

介護老人保健施設からざステーション
◦2002年10月　第13回 全国介護老人保健施設大会・福岡県
　八木　寿美　「閉ざされた心　笑ってYさん！　個別ケアを試みて」　

◦2004年11月　第15回 全国介護老人保健施設大会・香川県
　大神　雅也　「介護にも出来るオーラルライトリハビリテーション ～マッサージ効果抜群」

◦2005年  8月　第16回 全国介護老人保健施設大会・神奈川県
　江戸　優子　「在宅復帰へ向けての第一歩 ～家族へのアプローチ」　　

◦2008年  8月　第19回 全国介護老人保健施設大会・京都府　
　百武　　孝　「学習療法の取り組みを通して」　
　野田　圭佑　「まだ座っとかないかんと ～座ってみんしゃい、きつかけん」

◦2010年11月　第21回 全国介護老人保健施設大会・岡山県
　野田　景子　「ハーモニーベルが認知症高齢者に及ぼす影響について」
　八山　幸江　「皮膚トラブルゼロを目指して」（大会奨励賞を受賞）　

◦2012年10月　第23回 全国介護老人保健施設大会・沖縄県
　正木　大吾　「ストレスなくして笑顔で介護」

◦2009年11月　第79回 福岡県デイケア研究協議会・久留米市
　田原　照人　「長期入院患者の地域移行への試み」
　
◦2010年  7月　第8回 福岡市西南地区精神科病診連携の会
　奥田　一平　「復職リワークプログラム」

◦2010年10月　第56回 九州精神保健学会・長崎県
　内野　秀雄　「油山病院における地域移行支援 ～病院組織全体での取組みによる実践」
　
◦2011年  9月　第9回 日本スポーツ精神医学会・東京都
　朱雀　真矢　「若い統合失調症患者へのスポーツを介した個人療法の取り組み」

◦2011年10月　第57回 九州精神保健学会・福岡市
　前田美咲子　「長期入院患者が主体的な生活を獲得するために ～ボランティア部という活動を通して」

◦2011年11月　第83回 福岡県デイケア研究協議会・春日市
　朱雀　真矢　「デイケアにおける運動、スポーツ活動の治療的意義について」

看護部
◦2002年11月　第14回 西日本精神保健学会・大分県
　川上　孝徳　「多飲と人格荒廃」
　山本美紀代　「看護プログラムバンザイ」
　植木　瑞穂　「糖尿病教室の試み」

◦2003年11月　第49回 九州精神保健学会・久留米市
　川上　孝徳　「多飲と人格荒廃その２」
　村上由美子　「外来診療に於ける患者満足度及びその対策」
　川野　哲夫　「保護室の頻回使用を避け得た３症例」

◦2004年11月　第50回 九州精神保健学会・佐賀県
　後藤　一信　「意見箱よりみた病院の評価」（「精神障害者の看護技術向上の研究」として表彰）
　梶原　　剛　「統合失調症における病識」
　　　　　
◦2005年11月　第51回 九州精神保健学会・福岡市
　後藤　一信　「意見箱よりみた病院の評価」　　　
　梶原　　剛　「社会的入院患者への自立支援調査」
　山本美紀代　「喫煙調査（Ⅲ）」　
　　　　　　　
◦2006年11月　第52回 九州精神保健学会・沖縄県
　宮田　正憲　「長期入院患者の自立向上と退院に向けて」
　畑　　聡子　「ホスピタリティ推進活動報告」

◦2007年11月　第53回 九州精神保健学会・北九州市
　島田　勇樹　「ＳＳＴを生かした長期入院患者へのアプローチ」
　豊留　　浩　「精神科訪問看護の効果」

◦2008年10月　第54回 九州精神保健学会・宮崎県
　元木　明代　「くもん学習療法の導入 ～精神症状の軽減、隔離解除を目指して」　　
　徳永　友和　「精神科急性期病棟における集団療法への取り組み ～看護のスキルアップを目指して」
　宮口　妙子　「長期入院患者への退院サポートを振り返り」（「精神障害者の看護技術向上の研究」として表彰）
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●グループホーム6

　

当
法
人
が
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
目
を
向
け

始
め
た
の
は
１
９
９
８
年
、
精
神
保
健
福
祉

法
が
制
定
さ
れ
て
間
も
な
い
こ
ろ
の
こ
と
で

す
。
こ
の
医
療
と
福
祉
の
連
携
を
示
唆
す
る

法
律
は
、
縁
あ
っ
て
当
法
人
の
医
療
に
身
を

置
く
精
神
障
害
の
方
々
の
社
会
参
加
に
つ
い

て
、
よ
り
積
極
的
か
つ
本
人
の
生
活
に
踏
み

込
ん
だ
お
手
伝
い
が
し
た
い
と
、
常
々
思
っ

て
い
た
私
た
ち
医
療
従
事
者
を
勇
気
づ
け
る

も
の
で
し
た
。

　

私
た
ち
は
さ
っ
そ
く
近
隣
の
ア
パ
ー
ト
を

借
り
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を
作
り
ま
し
た
。

こ
こ
は
認
可
を
受
け
る
に
は
狭
す
ぎ
、
談
話

室
も
設
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

　

や
ま
な
み
荘
は
職
員
の
福
利
厚
生
施
設
と

し
て
１
９
８
０
年
９
月
に
大
分
県
湯
布
院
町

に
開
設
さ
れ
、
今
年
で
32
年
目
と
長
い
歴
史

が
あ
り
ま
す
。
開
設
当
初
は
２
階
建
て
の
２

階
部
分
の
み
が
宿
泊
施
設
で
し
た
。
当
時
は

高
速
道
も
開
通
し
て
お
ら
ず
、
片
道
４
時
間

も
か
か
る
な
ど
非
常
に
利
用
し
づ
ら
い
状
況

で
し
た
。
そ
の
後
、
大
分
自
動
車
道
の
開
通

で
交
通
ア
ク
セ
ス
も
格
段
に
よ
く
な
り
、
利

用
者
の
増
加
に
よ
り
１
９
９
９
年
に
改
装
を

行
い
、
各
階
に
宿
泊
施
設
を
備
え
た
現
在
の

形
に
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
の
や
ま
な
み
荘
は
鉄
筋
２
階
建
て
、

各
階
と
も
に
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
の
間
取
り
と
な
っ
て

お
り
、
６
畳
の
和
室
が
２
室
、
洋
室
が
１
室
、

２
階
に
は
オ
ー
プ
ン
カ
ウ
ン
タ
ー
の
キ
ッ
チ

ン
と
10
畳
ほ
ど
の
リ
ビ
ン
グ
が
あ
り
、
家
族

や
大
勢
の
人
た
ち
と
ゆ
っ
た
り
と
過
ご
せ
る

ス
ペ
ー
ス
を
備
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
施
設

に
は
温
泉
が
引
か
れ
、
軟
水
で
肌
に
や
さ
し

く
美
肌
効
果
も
抜
群
で
す
。

　

周
辺
環
境
も
由
布
高
原
の
四
季
折
々
の
あ

ざ
や
か
な
自
然
や
、
由
布
岳
、
九
重
連
山
を

見
渡
す
雄
大
な
眺
望
、
さ
わ
や
か
な
空
気
の

ス
タ
ッ
フ
は
熱
心
で
、
朝
出
勤
前
に
訪
問
し
、

必
要
が
あ
れ
ば
夜
中
で
も
出
向
き
ま
し
た
。

毎
週
食
材
を
持
っ
て
順
番
に
部
屋
を
訪
れ
、

皆
で
食
事
会
を
し
ま
し
た
。
こ
の
実
績
が
認

め
ら
れ
、
翌
年
に
は
法
人
の
古
い
職
員
宿
舎

を
改
装
し
た
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
が
で
き
あ
が

り
、
２
０
０
０
年
、
県
の
認
可
を
受
け
た
共

同
生
活
援
助
事
業
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

以
来
12
年
、
お
も
に
当
院
を
様
々
な
事
情

で
退
院
で
き
な
か
っ
た
長
期
入
院
者
を
受
け

入
れ
て
き
ま
し
た
。
ト
ラ
ブ
ル
も
少
な
か
ら

ず
あ
り
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
概
ね
順
調
に
思

い
思
い
の
生
活
を
楽
し
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。

た
だ
ほ
と
ん
ど
が
実
生
活
か
ら
長
く
離
れ
て

い
た
方
々
で
、
単
身
生
活
へ
の
移
行
と
な
る

と
甚
だ
難
し
く
、
十
分
な
成
果
が
上
が
っ
て

い
な
い
の
が
現
状
で
す
。
ま
た
施
設
の
老
朽

化
も
進
ん
で
い
る
た
め
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

の
あ
り
か
た
を
考
え
な
お
す
時
期
に
来
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
長
期
入
院
を
防
止
し
、

楽
し
い
社
会
参
加
を
提
供
で
き
る
施
設
と
し

て
存
続
す
る
た
め
、
さ
ら
な
る
工
夫
を
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

な
か
で
、
ゆ
っ
た
り
し
た
時
間
が
過
ご
せ
ま

す
。
観
光
も
車
で
10
分
程
で
湯
布
院
駅
周
辺

へ
行
く
こ
と
が
で
き
、
湯
の
平
街
道
や
金
麟

湖
な
ど
湯
布
院
観
光
に
最
適
で
す
。
少
し
足

を
の
ば
せ
ば
ア
フ
リ
カ
ン
サ
フ
ァ
リ
や
う
み

た
ま
ご
、
高
崎
山
自
然
動
物
園
と
い
っ
た
別

府
、
大
分
方
面
へ
の
観
光
な
ど
に
も
利
用
で

き
ま
す
。

　

や
ま
な
み
荘
へ
の
交
通
ア
ク
セ
ス
は
福
岡

市
内
か
ら
車
で
九
州
道
、
大
分
道
を
乗
り
つ

ぎ
、
約
２
時
間
。
湯
布
院
イ
ン
タ
ー
を
降
り

５
分
ほ
ど
で
到
着
し
ま
す
。
近
年
の
利
用
状

況
と
し
て
は
、
２
０
１
０
年
21
組
１
０
３
名
、

２
０
１
１
年
39
組
１
４
５
名
と
利
用
者
も
急

増
傾
向
に
あ
る
よ
う
で
す
。

　

や
ま
な
み
荘
は
職
員
な
ら
誰
で
も
利
用
で

き
る
施
設
で
す
。
予
約
は
３
カ
月
前
よ
り
、

先
着
順
で
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
の
で
、
早

め
の
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
職
員
の
み
な
さ
ん
に
気
持

ち
良
く
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
施
設

管
理
を
心
掛
け
て
い
き
ま
す
の
で
、
み
な
さ

ん
の
ご
協
力
と
た
く
さ
ん
の
方
々
の
利
用
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
サ
ン
ラ
イ
ズ
荘
（
精
神
障
害
者
を
対
象
と
す
る
共
同
生
活
援
助
事
業
）
の
歩
み

湯
布
院
保
養
所
や
ま
な
み
荘

サ
ン
ラ
イ
ズ
荘
サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者
　
石
谷 

直
子

油
山
病
院
　
総
務
部
　
主
任
　
中
野 

直
幸

食事準備中のボランティアの方

やまなみ荘全景

やまなみ荘から湯布院を望む やまなみ荘室内

グループホームサンライズ荘の外観

開設当時のパンフレット

●福利厚生施設7
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託
児
所
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た

エ
ン
ゼ
ル
保
育
園

　

１
９
７
１
年
４
月
、
病
院
の
有
子
看
護
師

を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
当
法
人

に
院
内
保
育
所
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
当
初

は
、
職
員
寮
の
１
階
を
託
児
所
と
し
て
開
放

し
、
保
育
士
１
名
と
預
か
り
児
童
１
名
か
ら

の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。
現
在
は
福
岡

市
内
だ
け
で
も
数
多
く
の
院
内
保
育
所
が
開

設
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
当
時
は
ま
だ
珍
し
く
、

当
法
人
は
い
ち
早
く
福
利
厚
生
の
充
実
を
図

っ
て
い
た
と
い
え
ま
す
。
昔
か
ら
受
け
継
が

れ
て
い
る
「
温
か
く
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
保

育
」
を
念
頭
に
、
小
規
模
だ
か
ら
こ
そ
実
現

で
き
る
〈
一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
と
向
き
合

う
保
育
〉
を
展
開
し
、
現
在
も
エ
ン
ゼ
ル
保

育
園
の
保
育
方
針
と
し
て
継
承
し
て
い
ま
す
。

　

実
は
私
も
幼
少
期
を
泯
江
堂
の
託
児
所
で

過
ご
し
た
う
ち
の
ひ
と
り
（
い
わ
ば
、
エ
ン

ゼ
ル
保
育
園
卒
園
児
）
で
、
両
親
が
働
い
て

し
て
、
子
育
て
の
知
識
や
技
術
と
し
て
日
々

の
実
践
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
た

く
さ
ん
の
保
護
者
の
経
験
か
ら
積
み
重
ね
ら

れ
た
知
識
を
、
専
門
家
と
し
て
学
ば
せ
て
い

た
だ
い
た
こ
と
も
多
く
あ
り
ま
す
。
最
後
は

行
事
へ
の
参
加
で
す
。
四
季
折
々
、
エ
ン
ゼ

ル
保
育
園
は
楽
し
い
行
事
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

園
外
保
育
や
卒
園
式
、
油
山
病
院
や
介
護
老

人
保
健
施
設
「
か
ら
ざ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
と

一
緒
に
参
加
す
る
あ
じ
さ
い
ま
つ
り
、
ク
リ

ス
マ
ス
会
、
豆
ま
き
な
ど
。
保
護
者
主
催
の

海
水
浴
や
も
ち
つ
き
大
会
な
ど
も
開
催
さ
れ

て
い
ま
す
。
様
々
な
行
事
を
通
し
て
、
子
ど

い
る
間
、
託
児
所
で
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

お
友
だ
ち
と
ま
ま
ご
と
を
し
て
遊
ん
だ
り
、

中
庭
で
遊
ん
で
い
た
こ
と
を
今
で
も
鮮
明
に

覚
え
て
い
ま
す
。

保
育
園
と
し
て
の
取
り
組
み

　

私
が
泯
江
堂
に
就
職
さ
せ
て
い
た
だ
き
早

い
も
の
で
20
年
の
月
日
が
流
れ
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。
「
託
児
所
か
ら
保
育
園
へ
」
と
移

行
し
て
い
く
な
か
で
、
自
己
流
で
は
あ
り
ま

す
が
様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

保
護
者
と
保
育
園
を
繋
ぐ
「
れ
ん
ら
く
ノ
ー

ト
」
の
発
行
。
保
育
園
に
お
け
る
情
報
発
信
、

共
有
の
た
め
の
「
園
だ
よ
り
」
の
発
行
。
ま

た
、
個
人
面
談
や
保
護
者
会
の
開
催
。
こ
こ

数
年
に
お
い
て
は
、
保
育
士
の
専
門
性
を
高

め
る
た
め
に
「
研
修
会
へ
の
参
加
」
を
積
極

的
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
研
修
会
へ
の
参
加

は
、
基
礎
的
な
知
識
を
習
得
す
る
と
同
時
に
、

過
去
の
様
々
な
保
育
事
例
を
整
理
し
一
般
化

も
た
ち
の
大
き
な
成
長
を
感
じ
と
っ
て
い
た

だ
く
大
変
貴
重
な
機
会
で
あ
る
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
油
山
病
院
の
患
者
さ
ん
、
か

ら
ざ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
利
用
者
の
方
々
と
交
流

を
持
つ
こ
と
は
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
こ

の
う
え
な
い
素
敵
な
「
保
育
環
境
」
で
あ
る

と
、
確
信
し
て
い
ま
す
。

エ
ン
ゼ
ル
保
育
園
と
し
て
の
展
望

　

医
療
・
福
祉
を
取
り
巻
く
環
境
が
急
激
に

変
化
す
る
な
か
で
、
子
育
て
を
し
な
が
ら
仕

事
を
す
る
保
護
者
の
ス
ト
レ
ス
を
軽
減
し
て

い
く
こ
と
は
、
私
た
ち
保
育
士
に
と
っ
て
の

「
使
命
」
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た

ち
の
笑
顔
こ
そ
働
い
て
い
る
保
護
者
に
と
っ

て
大
き
な
原
動
力
と
な
っ
て
い
る
の
は
言
う

ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
今
日
落
ち
込
ん
で
い

て
も
明
日
ま
た
が
ん
ば
ろ
う
と
思
え
る
の
が

保
育
で
あ
り
子
育
て
で
す
。
子
ど
も
を
真
ん

中
に
、
保
育
者
と
保
護
者
が
笑
顔
で
語
り
合

う
。
そ
の
な
か
で
子
ど
も
は
満
た
さ
れ
、
幸

せ
感
た
っ
ぷ
り
に
育
つ
こ
と
が
で
き
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
今
後
も
次
の
ス
テ
ッ

プ
に
向
け
て
、
保
護
者
と
、
そ
し
て
子
ど
も

た
ち
と
、
ゆ
っ
く
り
大
き
く
歩
ん
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

エ
ン
ゼ
ル
保
育
園
の
歩
み

（
託
児
所
か
ら
保
育
園
へ
）

油
山
病
院
　
総
務
部
　
エ
ン
ゼ
ル
保
育
園
園
長
　
井
上 

晶
美
（
保
育
士
）

いつの時代も大将がいる。
中央奥は保育園当時の筆者（1974年）

2005年のクリスマス会

1994年、会長・山田常務も一緒に記念写真

エンゼル保育園外観

最近は屋外保育を熱心に行い、自然のなかで
のびのびした感性を育てる工夫をしている。

（2012年5月　園外保育の様子）

●福利厚生施設8
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●法人内活動9

2012年 バレーボール大会後に、ハイ！ピース

2011年度 バレーボール福精協地区大会優勝

おおいに盛り上がったバレーボール祝勝会

プロジェクトごとに活動状況を
アピールするボードも設置

2012年 新ユニフォームでの初試合

ジ
ュ
ピ
タ
ー
チ
ー
ム　
２
０
１
１
年
度  

班
長  

看
護
部
係
長　

赤
石 

哲
太
郎

地
域
住
民
の
子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
守
る
た
め
、

地
域
パ
ト
ロ
ー
ル
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

ゼ
ウ
ス
チ
ー
ム　
２
０
１
１
年
度  

班
長  

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部
主
任　

伊
藤 

雄
二

四
季
お
り
お
り
の
院
内
マ
ッ
プ
を
作
り
、

入
院
・
入
所
さ
れ
て
い
る
患
者
さ
ん
た
ち
の
心
を
癒
し
ま
す
。

シ
リ
ウ
ス
チ
ー
ム　
２
０
１
１
年
度  

班
長  

か
ら
ざ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
介
護
部
主
任　

近
藤 

真
理
子

施
設
内
美
化
運
動
を
推
進
し
、
職
員
の
協
力
を
得
て
、

毎
週
水
曜
日
の
昼
休
み
10
分
間
を
個
人
清
掃
時
間
と
し
て
整
理
整
頓
に
努
め
て
い
ま
す
。

ヴ
ィ
ー
ナ
ス
チ
ー
ム　
２
０
１
１
年
度  

班
長  

人
事
部
課
長　

木
塚 

八
郎

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ぷ
ら
っ
と
」
の
開
設
準
備
か
ら
関
わ
り
、

個
人
の
畑
を
利
用
し
て
食
材
支
援
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

ペ
ガ
サ
ス
チ
ー
ム　
２
０
１
１
年
度  

班
長  

看
護
部
課
長　

桑
島 

裕
子

環
境
美
化
を
手
掛
け
、
中
庭
に
花
壇
を
作
り
、
院
内
花
い
っ
ぱ
い
運
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ホ
ク
ト
チ
ー
ム　
２
０
１
１
年
度  

班
長  

看
護
部
副
部
長　

見
城 

隆
俊

世
界
の
恵
ま
れ
な
い
子
ど
も
た
ち
を
病
気
か
ら
救
う
た
め
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
を
集
め
、
ワ
ク
チ
ン
代
に
換
え
支
援
し
て
い
ま
す
。

ま
た
地
域
の
小
学
校
に
も
働
き
か
け
協
力
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

当
法
人
は
創
立
当
初
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
活
動
が

盛
ん
で
、
こ
れ
ま
で
た
く
さ
ん
の
ス
ポ
ー
ツ
活

動
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
現
在
継
続
し
て

行
わ
れ
て
い
る
の
は
、
９
人
制
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、

野
球
、
サ
ッ
カ
ー
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
で
す
。

　

な
か
で
も
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
は
昨
年
（
２
０
１

１
年
）、
創
立
以
来
は
じ
め
て
の
福
岡
地
区
大
会

と
福
岡
県
大
会
で
ダ
ブ
ル
優
勝
し
ま
し
た
。
部

員
数
も
過
去
最
高
と
な
り
、
今
年
は
２
連
覇
を

目
標
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
野
球
も
10
年
前
か

ら
地
域
の
精
神
科
病
院
で
作
っ
た
４
病
院
野
球

大
会
に
年
２
回
出
場
し
、
こ
れ
ま
で
に
５
回
優

勝
し
て
い
ま
す
。

　

２
０
０
８
年
、
３
代
目
理
事
長
が
掲
げ
ら
れ

た
新
経
営
理
念
「
和
と
活
力
と
信
念
」
が
発
表

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
な
か
に
は
３
つ
の
約
束
と

し
て
、
利
用
者
へ
の
約
束
（
安
心
、
安
全
、
自

己
研
鑽
）、
地
域
へ
の
約
束
（
調
和
、
開
放
化
、

啓
蒙
運
動
）、
職
員
へ
の
約
束
（
労
働
環
境
、
生

活
環
境
、
自
己
実
現
）
と
私
た
ち
職
員
が
目
標

と
す
る
こ
と
が
具
体
的
に
標
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
約
束
を
達
成
す
る
た
め
に
、
私
た
ち
全

職
員
は
、
役
職
を
中
心
と
し
た
６
チ
ー
ム
に
分

か
れ
、
役
職
者
は
チ
ー
ム
班
長
と
し
て
、
理
念

達
成
の
た
め
の
目
標
を
掲
げ
、
１
年
間
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
は
地
域
住
民
や
法

人
に
も
貢
献
で
き
る
活
動
で
す
。

　

ま
た
ほ
と
ん
ど
の
活
動
は
時
間
外
に
行
わ
れ
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
も
醸
成
さ
れ
、
さ
ら
に
リ

ー
ダ
ー
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
の
向
上
に
も
繋

が
っ
て
い
ま
す
。
２
０
１
１
年
度
、
各
チ
ー
ム

で
取
り
組
ん
だ
活
動
を
下
記
に
紹
介
し
ま
す
。

　

部
員
も
こ
こ
数
年
は
若
返
り
、
活
気
に
満
ち

た
試
合
を
毎
回
行
っ
て
い
ま
す
。
サ
ッ
カ
ー
も

若
手
が
多
く
な
り
、
フ
ッ
ト
サ
ル
の
大
会
に
出

場
し
て
い
ま
す
。
ボ
ウ
リ
ン
グ
は
毎
月
１
回
の

病
院
対
抗
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
に
参
加
し
て
い
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
に
当
法
人
内
で
は
ス
ポ
ー
ツ
活
動

が
盛
ん
で
す
。
こ
れ
は
法
人
理
念
で
あ
る
「
和

と
活
力
と
信
念
」
に
繋
が
る
も
の
だ
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
こ
の
よ
う
な
ス
ポ
ー
ツ
活
動

が
継
続
さ
れ
職
員
間
の
親
睦
が
深
ま
り
、
働
き

や
す
い
楽
し
い
職
場
に
な
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま

す
。

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

法
人
本
部
　
教
務
部
長
　
川
上 

孝
徳

職
員
チ
ー
ム
活
動（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｍ
）に
つ
い
て

法
人
本
部
　
教
務
部
長
　
川
上 

孝
徳
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●法人歌10

1. なごやかに　　あ　 さ　　をうた  え　  ば
2. さざめきて　　ひ　 る　　をあゆ  め　  ば
3. えまいつつ　　ゆ　 う　　べをま  て　  ば

の　もやまも　 むら　　さ　　　きに,に お　う　よ　　　　　　　　　　  む　つまじく　 て　を
お　かのべも　 あか　　あ　　　かと,も え　る　よ　　　　　　　　　　  そ　のかみの　 い　の
と　ーきひも　 はな　　の　　　ごと,と も　る　よ　　　　　　　　　　  ひ　とのよの　 や　ま

く　　  みか　わし　　　いき　  るわれ　　ら　　は　　　　　　やむ　　ひ　　　とを　　とも
せ　　  んだ　つを　　　しの　  ぶわれ　　ら　　は　　　　　　やむ　　ひ　　　とを　　いつ
い　　  うせ　よと　　　ねが　  うわれ　　ら　　は　　　　　　とこ　　と　　　わの　　あい

と　　　する　 な　か　 ま　　　　　　 あ　　　あ　　　　　　 しら　　か　　　べも　　は え
く　　　しむ　 な　か　 ま　　　　　　 あ　　　あ　　　　　　 れき　　し　　　もふ　　る ー
を　　　しる　 な　か　 ま　　　　　　 あ　　　あ　　　　　　 いの　　ち　　　のそ　　の ー

て　　　　　　  わ  れ　 ら　 の　　　　わ　れ　ら　  の　　　　み　ん　こ　 お　  ど  ー  お
き　　　　　　  わ  れ　 ら　 の　　　　わ　れ　ら　  の　　　　み　ん　こ　 お　  ど  ー  お
う　　　　　　  わ  れ　 ら　 の　　　　わ　れ　ら　  の　　　　み　ん　こ　 お　  ど  ー  お

よ
よ
よ

　法人歌の原曲である「油山病院歌」は1988年、三野原和光第２代理事長（現会長）が母校、福岡高校の先

輩詩人一丸章氏に作詞を、同校音楽教師江口保之氏に作曲を依頼して制定されたものである。

　その後、法人組織の拡大により新しい法人歌の作成が検討されてきた。2008年６月20日開催の三野原義光

第３代理事長の「新経営理念発表会」を機会に、三野原信二副理事長プロデュース（兼編詞者）のもと、

編曲を今給黎博美氏、独奏をテノール歌手小牧達彦氏に依頼していた法人歌「泯江堂歌」が完成、当日初演

（CD）された。以降、医療法人泯江堂全体集会（集礼）において、毎回、全員で斉唱されている。

一丸  章　いちまる  あきら

　泯江堂歌の原曲 油山病院歌作詞者・詩人。1920年7月27日

福岡市生まれ。福岡市早良区高取在住。1937年福岡中学（現 

福岡高校）卒。福岡詩人会創立・代表幹事。1973年、詩集『天鼓』

（1972年6月思想社）により、九州在住詩人として初の第23回

H氏賞受賞。春日南小学校歌、須玖小学校歌作詞。NHK福岡放送

局、KBC九州朝日放送などで脚本執筆。一方、各地の短大・文化

サークルの講師として地域文化の向上に努め、福岡市文化賞は

じめ福岡県教育文化功労賞、地域文化功労者文部大臣表彰、先

達詩人顕彰などを受賞。2002年6月2日死去

今給黎  博美　いまきいれ  ひろみ

　泯江堂歌編曲者・プレイヤー・作曲家・アレンジャー。1953年

生まれ。長崎県大村市出身。15歳でギターを始め、20歳よりキ

ーボード奏者として佐世保で活躍。福岡でのバンド活動を経て

1980年上京、「クリスタルキング」のメンバーとしてデビュー。

「大都会」「蜃気楼」「北斗の拳」等数々のヒット曲を生む。1989年

拠点を福岡に移し、音楽制作の傍ら西新ヤマハ“ WEST POINT ”

アレンジセミナー講師、ピアノ、キーボード科講師としても活躍中。

江口  保之　えぐち  やすゆき

　泯江堂歌の原曲 油山病院歌作曲者。1918年生まれ。福岡市

中央区警固本町在住。武蔵野音楽学校（現 武蔵野音楽大学）卒

業後、福岡高校初の専任音楽教師として着任。以来45年、高校・

大学の音楽教育に携わりレベルの向上に尽くすとともに多数の

音楽家を輩出した。秋月中学校歌、香住丘小学校歌、春日東小

学校歌、月隈小学校歌、鹿島実業高校校歌などを作曲した。西部

合唱連盟理事長、九州高等学校音楽教育連盟理事長、NHK福岡

放送児童合唱団、同管弦楽団指揮・指導、福岡県立大学教授（名

誉教授）、九州公私立大学音楽学会会長（名誉会長）などを務め、

2000年、勲三等瑞宝章受章。2000年5月7日死去

小牧  達彦　こまき  たつひこ

　泯江堂歌独唱。テノール歌手。1997年からベルリンにて研鑚

を積む。1998年スタンウェイハウス・ベルリンにてリサイタルを

開き好評を博す。これまでに「魔笛」「コシ・ファン・トゥッテ」「カル

メン」「椿姫」に出演。2001年には東京芸術劇場にて“21世紀を

担う若手歌手による「魔笛」”に出演。現在、混声合唱団「かすが」

のヴォーカルトレーナーを務める一方、財団法人アクロス福岡の

プロデューサーとして公演の企画・運営に従事、活躍中。

PROFILE

作詞　一丸 　章　　編詞　三野原 信二
作曲　江口 保之　　編曲　今給黎 博美

泯江堂歌

〈診療部 放射線室長　進藤順二〉
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と

し
と
為な

す
」
は
、
聖
徳
太
子

の
十
七
条
の
憲
法
第
一
条
に
あ
る
四
文
字
で

す
。
油
山
病
院
の
創
立
者
三
野
原
敏
治
先
生

は
、
か
ね
て
仏
心
篤あ

つ

く
、
こ
れ
を
座ざ

ゆ
う右

の
銘め

い

に
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
病
院
運
営
に

あ
た
っ
て
も
、
こ
れ
を
モ
ッ
ト
ー
と
さ
れ
ま

し
た
。「
和
」
の
意
味
は
、
一
般
に
、
や
わ
ら

ぐ
・
な
ご
む
・
調
和
す
る
な
ど
の
意
に
解
さ

れ
て
い
ま
す
。
本
来
の
意
は
、
こ
の
四
文
字

に
続
い
て
、
君
父
に
さ
か
ら
う
な
・
さ
か
ら

う
こ
と
が
「
和
」
を
こ
わ
す
、
な
ど
と
書
い

て
い
ま
す
か
ら
、
こ
の
「
和
」
は
タ
テ
の
関

係
を
指
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
当
時
は
政
権

を
め
ぐ
る
骨こ

つ
に
く肉

の
争

あ
ら
そ

い
が
く
り
か
え
さ
れ
た

時
代
で
す
か
ら
、
君
臣
・
父
子
の
秩
序
を
強

調
し
た
の
は
当
然
だ
っ
た
で
し
ょ
う
。

　

今
日
、
病
院
運
営
に
お
け
る
「
和
」
は
、

タ
テ
だ
け
で
な
く
、
ヨ
コ
の
関
係
が
重
視
さ

れ
て
い
ま
す
。
医
師
・
看
護
師
・
コ
メ
デ
ィ

カ
ル
な
ど
の
各
職
員
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

か
ら
意
見
を
述
べ
、
お
互
い
が
相
手
の
言
葉

に
耳
を
傾
け
、
話
し
合
う
チ
ー
ム
医
療
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
お
互
い
に
心
が
通
い
合

う
こ
と
で
職
員
相
互
の
「
和
」
が
え
ら
れ
、

そ
れ
は
そ
の
ま
ま
、
和
顔
愛
語
の
医
療
と
し

て
患
者
さ
ん
へ
反
映
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。
最

近
、
数
年
前
他
の
病
院
へ
転
じ
た
一
看
護
師

か
ら
聞
い
た
話
で
す
が
、「
油
山
病
院
は
、
先

生
や
看
護
師
ま
た
看
護
師
同
士
の
間
に
親
し

み
が
あ
っ
て
、
何
で
も
話
し
合
え
て
勤
め
や

す
か
っ
た
で
す
ね
。
今
は
、
何
事
も
事
務
的

で
、
温
か
味
が
な
く
て
」。
私
は
こ
れ
を
聞
い

て
、
油
山
病
院
に
は
「
和
」
の
心
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生
き
て

い
る
、
伝
統
と
し
て
受
け
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が
れ
て
い
る
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嬉
し
く
な
り
ま
し
た
。
病
院
は
あ
と
に
続
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が
育
っ
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組
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と
し
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の
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来
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期
待
さ
れ
ま
す
。
伝
統
は
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に
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て
成
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も
の
で
は
な
く
、
常
に
こ
の
扁へ

ん
が
く額

を
仰
い
で
、

日
々
の
研け

ん
さ
ん鑽

が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

筆
者
は
佐
藤
俊
男
先
生
。
国
立
筑
紫
病
院
、

福
岡
中
央
病
院
の
看
護
学
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で
倫
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・
哲
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教
え
ら
れ
、
多
く
の
看
護
師
育
成
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尽
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さ
れ
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で
す
。
福
岡
市
社
家
町
教
会
の
牧
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さ
れ
る
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年
、
神
学
の
み
な
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う
そ
う荘
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学
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う
け
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深
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ま
た
能
書
家
で

も
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
書
は
、
病
院
の
た
め
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九
九
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平
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五
）年
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書
い
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い
た
だ
い

た
も
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で
す
。
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光
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あとがき
　泯江堂50周年記念誌を発行するにあたり、私自身も入職５年目

となり、この50周年の節目の年に素晴らしい職員の皆様と仕事を

ご一緒することができて大変光栄であり感謝している次第です。

　泯江堂は、1749（寛延２）年より260余年、1962（昭和37）年３

月20日の法人設立から今日まで50年にわたり時を刻んで歴史を引

き継いでまいりました。

　この自然界の流れのなかで予測できない事象がいろいろな形で

発生し、法人の存亡の危機も幾度となく襲って来たことでしょう。

　この危機を医業一筋に乗り越えての260余年は、職員の創意工

夫と英知を結集してのものであり、想像を絶するものです。

　日本全国を見渡してもこのような歴史を持つ泯江堂は数少ない

企業のひとつと言えるのではないでしょうか。

　30周年、40周年、そして今回の50周年の記念誌は今後さらなる

泯江堂の飛躍の礎となるよう、現在より未来へと発信するものです。

　基本理念である「和」と「活力」と「信念」をもって、職員の皆様が

理事長のもと一方向をめざし、利用者の皆様や地域社会と一体と

なった取り組みや、よき風土を引き継いで行けば、泯江堂の命名の

由来である清らかで絶えることのない悠久たる揚子江の水の流れ

のように善循環となり、明るい未来が展望され、泯江堂の歴史は永

きにわたり引き継がれていくものと確信します。

　各部署の編集の構成のなかにある数多くの貴重な写真からは時

の流れが一目瞭然、当時の匂いが漂い、歴史が蘇ってきます。

　過去があり、現在があり、明るい未来が見えるようです。この50周

年記念誌が職員にとって、新しい目的を見据えた行動指針となり、

有効なギアチェンジとなるよう念じています。

　最後になりますが、50周年記念誌の編集に携われた職員、編集

委員の皆様、大変お忙しい業務もあるなかで集中的に纏めていた

だき、このような立派な記念誌の発行が出来ましたことを心より感

謝し、お礼申し上げます。

　また、祥文社印刷株式会社の皆様には、たび重なる打ち合わせ

のうえ、全体的なご指導をいただきながらこのような完成度の高い

記念誌をご提供いただき、心よりお礼申し上げます。

50周年記念誌編集委員会　委員長　

小野 義紘　

編集委員会メンバー
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　　　　　　高田  礼子
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　　　　　　渡邉  房子
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